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第1章　　緒 言

§1　概 説

林学における極めて重要な基礎学科の一つである測樹学は，今日，標本調査や航空写真

の理論的且つ笑際的な著しい進歩によって，また改善された薪しい計算器械の出現によつ
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て著しくその形式をかえようとしている．大学における学生の実習や演習などの方針も，

従って次第にその線に沿う必要があるのは当然であろう．本学ではこの数年，主としてこ

の立場から測樹学実習がすすめられてきたが，ここでもその試みの一つとして，九州中央

部の，比較的起伏の激しい山嶽林において標本調査を適用した．

　森林経理の立場から所謂母班，小班の枠内での推定は既往の取扱法からみると絶対的と

いっていいくらいに強くまもられている．しかし広い森林地帯における取扱いに関して先

ずおさえられねばならないことは個々の小面積ではなく，全体としての推定でなくてはな

らない．局部的なことによって全体のそれが誤るならば，森林計画の立場からは：林班，小

事等は一・応これを無視してもよいと考える．たとえば先年行われた本学北海道演習林の経

営案推定では折角の標本調査が小林班によって甚だしくゆがめられた跡がみられる．小林

班は標本調査の立場からいえば，あくまでも補助的なものであって，標本調査を助長する

形でのみ用いらるべきであり，若し必要ならば無視してもよいと考える。本署では林，小

班は一応これを無視した．

　森林経理再調査の線はあくまでも全体の蓄積，成長量推定を先行すべぎであって，従来

の小：林班における推定の累計は速やかに排さるべきであり，今日，時間や経費の極度の制

約にもかかわらず，依然として中世紀以来の推定形式を踏み行っている既往の国有林並び

に大越の森林経理学の在り方は強く反省さるべきであろう．

　斯かる観点より測熱学実習も，今日，当然この方面に力を注ぐべきであり，計測的なも

のは測樹学実習において充分にその修得をなした上で，また森林経理の実習は経営を主体

とすべきで，徒らに測樹学修得の重複を行う必要はないであろう．測樹学実習が小さい林

の中で小規模のことを行い，経理学実習がそれを応用して広い地域の測樹実習のようなも

のを行うのだという考え方は勿論速やかに棄てられねばならない．測樹学という呼び名は

その意味において現在では既に範囲が小さすぎる感がある．むしろ森林計測とよぶべきで

あって，森林経理からは独立すべきであろう．そして森林計測は一樹から森林経理の測定

までを包含せしむべきであろう．

　本報告は上述の意味から，従来の測樹学実習の域を脱し，かなり広面積に亘り，サンプ

リングによるプロット調査から成長量推定までの一一連の操作を系統的且つ完結的に取纒め

ることを目的としたものであり，局部的には蛇長の嫌いがあろうが，測平鞘実習の笑績と

して，また広面積における山嶽林サンプリングの実例として，林業，特に計測学関係者の

参考たらしむべく，全篇に亘って詳細な記述と説明を試みたものであり，調査の基本方針

及び計画，測樹学実習としての学生の指導は主として木梨謙吉が行い，細部の計算，資料

の取纒め並びに本報告の執筆は長正道がこれを行ったものである．

　尚，本調査実施計画に当り演習：林長大野俊一教授，同研究部青木尊重氏，宮崎演習林所

長垣：内重三郎氏以下関係者各位の御高配並びに御協力を得，また現地における学生の実；地

指導に河野敬次，玉木久夫，；林重佐，柿原道喜の諸氏の協力をいただいた．また本報告取

纒めに際し製図を熊谷康彦氏が担当し，荒武時雄氏に多大の労を煩わした，ここに深謝の

意を表するものである．

§2　目　　　　的

九州大学宮崎演習林に対し標本調査の方式を以って，従来の小林班にとらわれずに蓄積
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並びに成長量の推定を行うことが本調査の目的である．そして約一週間に亘る測樹学実習

として本標本調査を行ったものである．

　地域としては約560haの山嶽天然林を対象としているが，本地域は宮崎演習林として

はその地形は必ずしも良い区域とは云えない．斯かる本邦の山嶽林ではライン・プロヅト

式の標本調査がいかに困難であるかがこの笑施を通して如実に体得された．が，しかしそ

i・rだからといってこの種の調査が不可能であるということを意味するものではない・ただ

このような地域における標本調査の笑施は将来は航空写真測定にその解決策を求めること

が至当であろうと考える．けだし標本調査が困難だからといってそれは決して従来のやり

方を是認することにはならない．

　測樹学実習として昭和30年度進単者19名の学生がこの調査に当り，一週間で約140個

のプUットを抽出することを目標に，系統抽出の方式を以って所謂全域にライン・プ・ッ

トをとった．プロヅトは20m×20m即ち0．04　haとし，針葉樹，広葉樹を通じて全プμ

ット内本数を通算，一定本数毎に標本木をとった．尚，標本木は伐倒して簡易樹幹析解が

，なされ，それにもと一窺

ついて材積表が調製　　　　　　第1図　　椎葉村並びに演習林事務所所在地

され，且つ成長量推

定の資料とした。材

積表は既存の材積表

との適合度の検定を

行い，それによって

材積修正値が決定さ

れプロットの材積が

夫々に修正された．

抽出誤差は針・広別

に推定され，且つ樹

種毎の本数比率が算

出された．また標本

木は成長錐調査を行

い，これらのコアー

（core）を用いて成

長量の推定がなされ

且つ回帰誤差及びプ

ロット抽出誤差から

一・桙ﾌ成長量推定誤

差が計算された．

　これら一連の計算

はこれを計算表とし
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時間中に一二消化された．尚，本報告はこれを再計算し，山嶽林サンプPングの実例とし

て，また演習林の実際の結果としてかかげたものである．

§3　位置及び地心，漁況

　宮崎演習林は宮崎県東臼杵郡椎葉村に所在する九州山嶽林の殆んど中央部・脊梁山系に

位置し，宮崎海岸日向灘に注ぐ一ツ瀬川の源流地帯を占める直明。東西約12粁，南北11

粁の間に散在する矢立，萱原及び三方嶽の三団地より成る面積2，919　ha（実測面積），標高

650～1，600mの山嶽天然林で，北は西臼杵郡，南は児湯郡を堺とし，西に熊本県球磨郡及び

八代郡を隣接する極めて交通不便の地で，古くよりは民謡稗一節で，また最近では九州電力

に拠るアーチ式ダムの建設で知られているに過ぎない深山寒村の地である（第1図参照）．

　本標本調査林地である三方嶽団地は同演習林面積の78％を占める大団地で，北は一ツ

瀬川本流の水源をなし白石山より三方嶽に亘る西南一帯に跨り，南は三方嶽以南を南流す

る大藪川流域の大部分を包容し海抜700m（最低）より最高1，476m（三方嶽）に及び平均

海抜高は1，150　mを示し，城，大河内及び大藪の三つの学より成っており，重畳する山嶽

のほぼ頂上附近にあって団地の中央部は起伏の緩やかな高原状を呈し四囲の山頂に拡がっ

ている．傾斜は一部団地の中央は緩～中なるところもあるが全体的には急峻地が多く，ま

た随所に瞼阻なる地形がみられる（第2図参照）．

　地質は古生層（北部）及び中生層（南部）に属し，殊に旧鉱山附近は中生層の下部なる黒色

粘板岩より成り，輝緑門岩及び凝灰岩を含む．層層は西々北で40－50度の角を以って西

南方に傾斜している．この輝緑隅隅は岩脈或いは岩床をなして特に発達しておりその色帯

は開脚灰色を呈している．土壌は母岩の風化により概ね適潤，殊に矢立，萱原の両団；地に

比して深度は最も深く，やや埴質に富み腐植質が多いが中央の一部に過湿地がみられる＊．

　同演習林の年平均気温は大河内における演習：林事務所の気象観測によれば14．4度（C）

で，最高は8月の30．5度（C），最低は1月で氷点下5度目C）を記録している．風向は年

間を通じて南風が最も多く，また年間平均降水量は3，500rnmであり，昭和30年は6，416

mm，殊に29年9月の魔風では僅：か2日間でユ，300　mmを超えたほどの多雨地帯である．＊＊1〕

　尚，森林の大部分は天然生林で蔽われており，また森林帯は暖帯林より温帯林に跨って

いるが一般に標高1，000m以上の林地が多いため樹種は温帯下部に相当する落葉広葉樹が

その大部分を占め，常緑広葉樹及び針葉樹は立木，蓄積ともに僅少で，その混交歩合は広

葉樹80％，針：葉樹20％となっている・特に林木の粗野せるところではやタケ・スズ・タク』

等の繁茂が甚だしく，随所に群生を成しその丈屡々3m－4mに及ぶことも珍らしくない・

その主要樹種は落葉広葉樹ではブナ，カエデ類，ミズナラ，ヒメシヤラ等を主とし・その

他シデ，ミズメ，ヤマザクラ，サワグルミなどがあり，常緑広葉樹’にはウラジPtガシ，ッ

クバネガシ，イチイガシ，アカガシ，マテバシイ，アセビ，■ヌツゲ，サカキ，ヒサカキ

等，針葉樹はモミ，ツガの他局部的にはヒメコマツ，アヵマッ，コウヤマキ等が散生或い

は点生的に成育している．また部分的にはスギ，ヒノキ，アカマツの入工林があり・その

成長は概ね良好である。＊＊e’）

＊昭和16年；宮崎演習林施業案説明書に拠る・
＊＊ ｺ和31年：演習林概要に拠る・
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　本標本調査は以上の三方嶽団地における第17，18，19，20及び21，22林遜の天然林；地

560．099haをその蓄積調査の対i象とした．

　　　　　　　　　　　第2章　森林標本調査

　§4　計　　　　画

　調査予定面積560haに：対してライン・プロット法による系統抽出方式を以って標本調

査を行う目的のもとに，先ず基本図より縮小された二万分之一林・小藩位置図において，

プロット抽出個数及び同抽出問隔を次の計算により求め，これを図上にとり一連番号を附

してこれを標示した．

1．所要プロット数の算出

　即ち森林標本調査においては林分変異係数，調査面積，標本（プPt・・yト）抽出単位，並

びに目標精度が判ればその目標精度に対して必要なプPtット個数及びプロット抽出誤差，

同抽出下等は予めこれをおさえることができる．即ち本調査における目標精度は林分変異

係数を60％，つまり不斉一林分と見倣し，調査面積560haに対するプロット抽出単位を

20mx20m（O．04　ha），また確率95％における許容誤差率を10％とおさえて所要プロヅ

F個数n及び誤差率e，抽出率pの夫々を次の式により算出した．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　CZA
　　　　　　　　　　　　　　　n＝
　　　　　　　　　　　　　　　　　e2A十4aC2

　　　　　　　　　　　　　　　e－2c／響

　　　　　　　　　　　　　　　P一互×100＝廻×100
　　　　　　　　　　　　　　　　　ハI　　　　A

即納Aは調査面積560haを表わし，αは抽出単位0．04　ha，　Cは林分変異係数60％を，

またNはA／a即ち560／0．04＝14000を示す．

　これより所要プμット個数がは

　　　　　　　　n＝．pmt（60）2×560　．．一8gt6f！999－6　．4000　．

　　　　　　　　　　（10）Zx560十4xO．04×（60）2　56000十576

　　　　　　　　　一　142．5　！一一　143

　またe，Pは夫々

　　　　　　　　e一　2×6。×ノ鉦（・r．・4と麺一、2。×ノ正σ6692、58一、2。×。．。83、9

　　　　　　　　　　　　　　　　143　×　560
　　　　　　　　　一　9．98　％

　　　　　　　　　　143　×　O．04　　　　　　　　　　　　　　　×　100　＝＝　1．02　％　　　　　　　　　p＝
　　　　　　　　　　　　560

即ちプ吋ト数は143となり，調査面積に対するプPット抽出率は1・02％，抽出誤差は約

10％と算定された．

＊目標精度に対する正確なるプロジト個ta　nは実際は予備調査等においておさえられる標準偏差（σ）

　及び平均値の標準誤差（a〃）から〃＝（a／a〃）2，またはn＝（a／の2より計算されるものである．



2。プPtヅト抽出間隔の決定

　今，143個のプロットを調査対象林地560haに対し所謂systematic　samplingを以

って抽出すべくプPtヅト抽出間隔を次の式により求めた．式中4はメートルで表わした

水平距離である．

　　　　　　　　4一ゾτ×1。。

　　　　　　　　　＝一Yt一／gx　loo一＝．／一ii：gtlB6g｛ig1160s392　×loo一＝一lg7．sg

　　　　　　　　　　　143

即ち抽出間隔は198mとなる．しかし現地での実際の距離測定に当って198mという端数

は徒らに繁雑を招くのでこれを200mを以って抽出間隔とした．けだし198mを200m

に延ばすことにより生じる抽出個数nの減少は3ケ，これより抽出誤差の変動は

・4・一
aE．×51課1畿6。）2より・一・・…％・また拙率はρ一14留04×…一一・・…％

となり，誤差率において0．1％，抽出率では0、02％の影響に過ぎないので一応これは無

視した．

3．磁針偏差の計算

　所要プロヅト数並びにプロット抽出聞隔が決ったのでこれを図上に標示してプロット設

定位置図をつくるわけであるが，本林分は面積が560haの広面積であり，林相も粗雑な

天然林で，且つ起伏が激しいため調査における諸種の行動，特に距離の測定にかなりの困

難が予想されるし，殊に単一抽出プ・ットの間隔が200mに及んでいるので使用コンパス

における磁針偏差の問題が起ってくる．小面積の場合はそれほど問題にはならないが，普通

・100haを超える場合，或いは面積がそれ以下でも一森船内において測定距離が500mを越

すときほ磁針偏差を入れておかないと地図と合わなくなってくる．従って本林地において

も次の方法により磁針偏差を計算し，その偏角によってユ40個の抽出プロットを図上に標

示した．

　即ち椎：葉村大字大河内本郷における宮崎演習林（事務所）の経度及び緯度を1：50000地

形図（地理調査所）より

　　　　　　　　　　　　　　経度（E）；131“06’39”2

　　　　　　　　　　　　　　緯：度（N）：32。22／10”8

とおさえ＊，1950・0年に対する日本全土の地磁気偏角（rv）算出実験式＊＊

　　　　　　偏角（げ）：D（1950）；　6051’．8＋23’．58dq－6ノ．48　dl一一〇．420（dq）2

　　　　　　　　　　　　　　十〇．162dgdA－O．672（dA）2

　　　　　　　　　　　　（但しdq　＝・　g　一　37“，　Al＝λ一13so）

より宮崎演習林における丞ρ，AAを
　　　　Aq　＝32“22’10tr8　一一　370　＝　C（32a　×　60）　＋　（22r）　＋　（Or．108／60）：　一　C37e　×　60）

　　　　　＝＝1942t．　18　・一一一　2220r　＝　一　277’．　82　＝一　一　（（277／60）　＋　（O，82一×　futo　））

　　　　　＝＝　一4e37t49’t2

　＊九大砂防工学教室＝末　勝海助教授に拠る．
＊＊ 結椏V文台編：理科年表一1956一・地110頁参照．
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　　　　ztZ＝131006’39”2一一138e一（（1310×60）＋（06’）十（O’．392／60））一（138“×60）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　60　　　　　一・7866’・　65　一　8280’　一一　413’・35　・・　一一〔（413／60）＋（α35×一瞬曽〉〕

　　　　　，．．　一　6053t21”O

これより地磁気偏角（のは上記の実験式より次の如く計算された．

　　偏角（va）：D（1950）

　　　　＝6e51t8＋23’58×（・一一4。37’49）一6「48×（一6。53／21）一〇．420×（一4La37’49）2

　　　　　十〇．162×（・一・4e37’49）×（一一一6e53’21）一〇．672×（一6“53t21）一P

　　　　＝一6051t8－103．1601十42，3280－8．0387十4．6295・一一一28，6731

　　　　＝一6e51，8－92．9144
　　　　一　［c（60si’）　＋　（ot，s　×　一iilltili－Oo　））　一　c（g2r／60）　＋　（o，giti4　×　一lltll｝一〇〇　））．

　　　　＝6051’48tt一一一1。32／54”9

　　　　＝　5’19r53trl

即ち宮崎演習林における真北との地磁気偏角はNsolgt53”1　Wである．厳密にはこれに

更に1日内での時間的偏差が加わってくるが，けだしその偏りは最大のときで5～10’程

度であるといわれ，実際はこのための誤差よりもむしろ他の測定上の誤差が大きく，且つ

コンパス自体の目盛判読も普通の場合「度」単位であり，また，測量自体にも精密な測定

を必要とする性質のものではないので磁針偏差はN5．　Wを以ってこれを図上にとった．

4．抽出プロットの標示

　以上により求められた所要プロット数，プ吋F抽出問隔，並びに磁針偏差より140個

のプロヅトを工：20000林・小班位置図に標示して一連番号を附し，これをプロヅト設定

位置図（第3図）とした．

　尚，標示プロヅトは棋二二三角点，即ちプロヅト・No－98を原点としてN－S及びE

－Wのセクション形に水平距離200rn間隔を二って示したものである．また方位はNを

真北，N’は磁北を示す．

　§5　作業編成及び使用器材

1．作業編成

　作業編成は昭和30年度進学・林学科学生19名を次の5班編成により行い，現＝地指導；

者として第1班に長正道，第1班に河野敬次，以下第皿班：玉木久夫，第N班：林重佐，

第V班：柿原道喜の5名がこれに当り，木梨謙吉は長正道と共に全般の指導，監督並びに

調査進行上の指針を行った．

＼＼隣・班 第■班 第皿班 第］y班 田V班
班長（兼資料）

計　　　画
器　　　材
生　　　　活

有薗元善
磯村富也
上河信一郎

熊谷康彦

小坂智之

小金丸正行

後藤　亮

獅子目賢久

富沢哲郎
申根　勲

林　　昭

ご見鎌次郎

松永照明
真砂尊光
叉木義博

水原慣士
百野　勇
吉田武夫
飛永靖則

　班編成に当り各班を通じて班長，計画，器材，並びに生活の夫々の係を分担し，班長は

資料の保管をも兼ね，調査期間中は毎日調査開始及び終了時刻（共に現地時刻），調査時
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第3図　プロジト設定位置図
〔1〕　プロット番号標示図

　ロー」1一一i2；

　l　l蟄．＿」4＿一15

1　1

　i”W　’1　’一　“’1’”　一’1一一T　’T”一1”’　一1　’b　’T　”’　r”’　ii

量堂難二農堂擁二遣二離一

9

Nr　iN

　　　　　　　匝」肌瓦↓讐」里

0200・ S00600800欄0佃lllil
一一・一・一一一』 @一響一tBE→延一艀

　　　　　　　　　樺稗
　　　　　　　　　　　！1
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間，同実働時間，調査プロット数，1プロット当調査所要時間，標本木測定本数並びに調

査プ・ヅト位置図，同プ・ット番号及び調査進行方向の1：20000位置図標示，その他摘

要，備考等を各班に配布せる所定の調査報告書に記載して提出せしめ，各班より出されたこ

の報告書により調査が終ったプロッFが春信プ・ヅト設定位置図から削除されていった．

　尚，提出された調査報告書並びに調査終了のチエ。クがなされたプ・ット設定位置図をも

とにして出品の計画係が翌日の調査の方向，範囲及び予定を詳細に検討し，また各測線の方

向，通過予定時刻などを連絡して，徒らな労費並びに調査の重複を避けるように心がけた．

　調査報告：書の提出並びに計画，打合せ等これら一連の行動は調査期間中は1日の欠如も

なく，毎目の調査終了後において規則的且つ計画的に行われていった，

2．使用器材

　標本調査のための使用器材としては，各班分配の測樹及び測量器材，同じく各班分配の

野帳，区分求積野帳等の用紙類，各人配布の計画書，説明書等，それに教材用として次の

器材が現地において使用された．

a）各班分配調査器材

　望遠鏡付コンパス，メー・トル縄（50rn），テt・一一■プ（20　m），水平距離換算表（以上測量器

材）．ワイゼ測高器，輪尺（75cm），直径テープ，図板，立木幹材材積表（以上測樹器材）・

成長錐，Core－Box，　Swedish・Bark・Gau．ge，スケール（30　cm及び1：20000　m），大

鋸，腰鋭（以上標本木測定用器材）．

　以上の外，同上器材の調整・ネジトメ等のための小型ドライバー，その他ソロバン，分

度器，1：5000基本図，1：50000現地地形図（地理調査所），’小型磁石，それに調査林地

が広面積且つ遠距離に及ぶため現地での日没を予想して懐中電灯をも配布した（この懐中

電灯は屡々現地での日暮れに遭遇して夜間帰途に役立つた）。

b）各i班分配野帳，用紙及び文：具類

　毎木調査野帳，区分求積野帳，調査報告書，その他西洋紙，セクションペーパー（A・一4，

B－3），フルスカップ，トレーシングペーパー，それに各種資料の整理用として大型封筒を，

また文具類としては鉛筆（ゴム付），チョウク，マーキングチョウク，色鉛筆，tfムクリヅ

プ，画鋲，細紐等．

c）各人配布計画書，説明書等

　測樹学実習指導及注意要：領，九州大学宮崎演習林林班位置図，森林標本調査位置図（プ

ロット設定位置図），調査林地概況（地況，林況）・

d）以上の外教材用として．

　林分・胸高断面積測定器，ハンドレベル（アブネ4レベル），バロメーター，クリノメータ

e…■ Cプラニメーター，円分度器，その他バPtウ表，乱数表（数値表），樹幹析解，植物図

鑑，宮崎演習林施業案説明：書，回忌；林調査品等．

　尚，以上の携行器材はこれを「測樹学実習携行器材明細表」としてプリントし，各人に

配布して使用器材の知識を深めさせるとともに希望者の随時利用に便ならしめた．またこ

れらの器材はすべて各班毎に編成の器材係を通じて各面並びに各人に手渡し，且つ使用上

にも，また保管にも器材係を通じて各人の留意を促したため，かかる長期聞且つ多人数の

使用にもかかわらず只一つの破損や紛失もみられなかった．
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　§6　調査方法

　調査は最初において計画された抽出プロット数140個，並びにプロヅF抽出聞隔200m

により宮崎演習林三方嶽団地第17，18，19，20及び21，22の各林班560haを対象に

系統抽出の方式を以って行われた．

1．プロヅトの抽出

　図上において抽出されたプPtヅトを現地に設定のため，先ず抽出闇隔200mの水平距離

測定から開始された。この測線測定に先だち基線がとられたが，この基線の出発点は初め

に計画されたプ・ット設定位置図ではプ・ヅト・ラ■ンにおける原点を棋鼻峠三角点（プ

・ヅF・No－98）としたため（第3図参照），最初の基線の設定は演習林の入口である西

側より遡上してとられた．

　即ちプμヅト設定位置図において，演習林（三方嶽団地）入口をaとし，aに一番近い

プロット・ラインのW－E二二の林地末端点をbとしてその距離を30mとおさえ，伺じ

くaよりbへの偏角をN　114＠ESと算定してbに対し第一至近距離にあるプロッF（No

－75）までの間隔を図上において200－55－145mとおさえてプロヅト・No－75への測線

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　をとり，以下76，77，一一・と

　　　第4図プ；溜罐欝繍並び略班のt・一1・一一延ぼしてこれ麟とし該

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一。．．．　当プロットを設定，調査しな
　　　（円内は出発点bの測定を示す．aは演習林入口）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　がら原点・棋鼻峠三角点まで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NT，　，N
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の測線をとった．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第4図はbを出発点として

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遡上的に設定された基線と，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同基線より四方にとられた各

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　班の測線の進行状態を示した

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ものである．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尚，基線の遡上測定に因るた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めの原点との偏りはN30m

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S，即ち経緯記法による閉合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　比εは経距における誤差を

l
l
）

i
B矯

物，緯距に対する誤差をεみと

し，経緯：両距の測線の和をΣ

帥〕としたとき　次式
　・一ノ（eD）・＋（・、．）・ノX〔如

より次の如く算出された．

　　　ノ　　　　　　　　　　
　ε＝v　（o）2十（30）2／2345

　　　　　＝0．01279

即ち測線全長に対する誤差比

は1．28％である．これはコ

ンパス測量における免了限：界

誤差300分之1に対’しては
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第5図　プロットの設定方法

禎r助林．

虚
磯満額。1舶4

用

＼
函嬬2＆28・　　　進行方

価海置1朝4 中廻杭

◎
ら

　　　　　　CPIot　Area　（A）　＝　400　m2）

（O・04　h・）のプ”・・y陸区　　　第6図
劃設定した．即ち中心杭に

対して対角線に，対角線の

2分之1を中心から四方向

とり，各々に補助杭を設け

た．

　即ち20m×20mの方形

面積A－400m2から対
角Wt／　2Aは28．28　m，そ

の2分之1つまり／　2A／2

は14．14m，これを進行方向

に対し上図（第5図）の要

領で区劃設定した．

3．毎木調査並びに標本木

　　の測定

　プロヅトがとられたらそ

の中の胸高直径10cm以
上の立木に対し，樹種，胸

高直径，樹高につき毎木調

査を行い，且つ全プロヅト

を通じて立木50本の抽出

間隔を以って標本木をとり

この標本木は伐倒して簡易

樹幹析解を施行，同時に成

長錐により胸高部位におけ

るコアーの抽出並びに同部

3．836…約4倍の誤差を示

しているが，しかしこれは

かかる山嶽林において，且

つ作業晶晶上と相侯ってそ

の目的をプロット調査にお

いてなされた測定結果であ

ることからみればこの誤差

は極めて僅少であるといえ

よう．

2．プロヅトの設定

　抽出間隔200mの測線が

とられたらその測線の終止

点を設定プロットの中心と

して杭を立て，20m×20m

現地で使用した標本木野帳並びに

　その記帳例（一例）

」標本木区分求浮　野帳

林．小班；
Ptot　Na：
Tfee　No．；
樹　桂，・

　　　　班　　ノ　　NO．　4
　　　　　　　　　3A2s日　　　　肥和’ノ年
12赫班　．と小瓢

　　彗
　ミλ“ナう

　
民
長

　
昏
顛

比
n
嫡

ラ
ラ
ラ

ー
2
．
3

星

表定現障co
31鱈田“醸3

‘Oρσρノ

メε：賞翫
1　．PJ　嶺．

4
Ω冷

516
　孟20：ee

　81　91

　　1，SS虻　メ‘

書0

2．　00

Trteqn，

e．？e

（註’GOre長軸挿学帳Aテトメー曾一煽納測定｝

樹車全

　i”

　と

耕脳い孕頒
lm“’一『「2功轡一一一2東→

．l　l3　　　　粥　　　　覧3　　　　　　　　ご？ヨ　商

u　tet　o・3mのしユ5で切断（f2T智1｝L先♂受命却合の遺径竃蜘定il　5，
z）　次に03ms・j　l711Lm，舎F分艮Fち地．ヒtij　I．3TrzCD．B．卜し）の直怪危三艮lL史．．

皐1叢鵜裟孝魂纏溜麟ξ諜鴇後。1融，そ。直蹴”

　黎灘謬翻魏翻。際讐舗隔。、、．

　・1一一2呪：一・ト1”「蜘頭蝦

［F　i1Fips
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位の樹皮厚の測定を行い，材積表調製と相二って林分成長量推定のための資料とした・

　尚，事態調査における胸高直径の測定は2cm括約，樹高は1m単位とし，また標本木の

測定はフーバー式区分求積法による樹幹析解を操用し，現地での測定は簡易法をとった・

第6図は現地において記帳後直ちに材積の算出を行った標本木測定のための区分求積野帳

である，同野帳において樹皮厚は胸高部位についてのみ測定し，また備考欄には樹令を記

入せしめた．尚，樹令は断面高0．3mにおける年輪tw　nにプラスα（α一2年とした）し

たものである．

　尚，§5における作業編成及び使用器材，並びに§6の調査方法，それに§7の一部・調

査予定は§4における一連の計画として出発前に詳細な検討と吟味がなされて計画された

ものである．

　§7　調査の予定と実行

　調査は概ね調査可能功程範囲を検討のもとに計画したが，現増における林相，地形並び

第7図　プロット調査の予定と実行（対照図）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　N：　iN

　　　　　　　　　　　　　　　一幸・曝

　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　コ
　　　　　　　　　　　　　　lc・・一町…1

　　　　　　　　　　　　　　コ　　　コ
　　　率・隅隅峯　　，’苓一挙一宇一

　　　袖4b鯨一一審一†楽・噛一辛一←

…；二四婁麟：‡：㌻

一《ン・・φ・や饗轡φΣLヂ《黙口．新
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　　・雪・炉や里φ鱒窄尋φ1Σ（貯

　　　醐φ雌φ臥◇各吃φ窄9翌

　　　　‘蟹や窄6噂炉♀Pt’
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O：実際にプロジトを設定し調査したプロット・

⑫：測線をとったがプロジトが設定できなくて，

　　または立木が存在しなくて調査できなかった

　　プロット．

×：調査を放棄したプロジト．

に園内歩道等が予想以．Hの悪

条件であったために，また予

定地までの測線をとりながら

も実際にプロヅトが設定でき

なくて放棄したプロット等の

ために目標のプロヅト数は調

査し得なかった．殊に調査期

間中における天候上の制約に

より生じた予定のi変更，演習

林事務所（大河内）より現地

までの移動時間を考慮に入れ

ずに21日即日からの調査を

計画したことなどにその原因

があげられる．

　即ち21日より27日までの．

調査期間において140個のプ

ロヅトを血忌とも1日4プロ

ッ1・平均計1日20プロット

の功程目標のもとに，7日間

で終る予定とした．勿論実習

参加者19名の学生はサンプ

リング調査は今回が初めてで

あり，調査要領や山嶽に対す

る不慣れから最初はその功程

は目標に達しないであろうこ

とは予想されたが，けだし調

査自体はさして難しいもので
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はなく，2，3回のプ・ヅト調査でその要領は充分修得できるものであり，ま牟最初のう

ちは距離的にも近いので目標の功程は充分に調査し得ると見徹した．事実2日目頃までは

不慣れだつた学生も次第にその要領を修得し，目標乃至目標以上のプ・ットを抽出・調査

した班もあった・けだし21日の現地移動並びに最初の基線測庫よるためのかッ覇、

査の不能，殊に24日終日及び25日午後の雨によるための調査中止は予定調奪の変更に

大きく原因した．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　即ち地形，林相の粗悪，宿泊地からの往復距離の加算的延長と相盗って2’壁間の雨によ

るために18林斑全域並びに21林班い，ろ，は小斑，同に小班のt部；22林揃い小止

の計204．798　haの調査面積放棄の止むなきに至った．

　従って実際の調査面積は355．301haで調査予定面積560．099　haに対する比率は63％，

またプPtヅト数では84個で抽出予定個数140個に対する抽出調査率は60％．尚，予定地

までの測線をとりながらも．プロヅトの設定ができなくて，またはプロヅトは設定し旗が；立

木が存在しなくて放棄した個数5個を含めると64％となる．今これを目標精度における

抽出プロット数に対して，実際忙抽出調査iしたプロヅト数の減少によるための精度の変化

は，抽出誤差においてはn＝84，オ＝355（ha）より

　　　　　　　　s4　＝　pa4　×　（60）2　×・　3ss

　　　　　　　　　　et）×355十4×0∫）4｝く（60）z）

　　　　　　　　，，＝pmt（60）2×355　＝，1｝ilL11Z99912000．．，16s．lsoo237

　　　　　　　　　．84×355＋4×O．04一×・（60）2　30396

　　　　　　　　e’＝＝＝　／1’　68．1800237　一　12．968

また抽出＄’　pは
　　　　　　　　　　s4　×　o．04
　　　　　　　　　　　　　　×　100一　O．95
　　　　　　　　p＝
　　　　　　　　　　　355’

即ち抽出誤差において3％，L抽出率では0．05％である．

次表（第1表）は調査終了後毎日その記録をとり，これを予定と対照させたものである．

第1表　調査予定及実行対照表
舶（劇1一予 定 隊劇 実 行

320（火）

3．21（水）

博多一人吉一湯山：国鉄
　湯山一村所一大河内：バス’

誌灘総務所（大河内）

　集合
二心毎使用器材並びに野帳類
の分配，本実習期問中の調査
要領その他の注意並びに説明

森林標本調査

＊調査林班17～22林班
　　　　（面積560　ha）

＊抽出間隔2001n進行毎にセ
　クシゴシ形にプ『ツト設定
　並びに毎時調査

＊プロットの面積
　　2b　ni　x　2b　i’　（o．04　ha）

雨後晴

晴

山
ス
合
　
に

湯
パ
集
び

三
河
南
分
の

一
大
務
の
他

40

齊
沫
ﾞ
の

込
所
林
暖
そ

献
譜
犠

一
山
崎
び
査

発
三
宮
並
調

霧
鰯
物

分
1
1
0
用
間

麟
講
灘

1
　
～
各
本
説
宮

　
コ
）
内
りよ
室
長
大
所
；
林
泊
習
宿
演
〔
（明説況概の林

午前：演習林事務所より大藪部落へ移動
午後 ﾓ聴講面魂辮鮒糊
　本日は主として1　waの設定を行う

　　　　（華灘霧櫨雛繭？て〉
プロヅト調査：　2
測線距離：945　m
　　　　　　〔髄藷議翻麹

（Continued　on　next　page）
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3．22（木）．

3．23（金）

324（土）

3．25（日）

3．26（月）

3．27（火）1

328（水）

・プ・。ト拙騰・4・「晴
＊毎木調査
　プロジト内胸高直径10cm
　以上の立木に対して樹種，
　胸高直径，樹高を測定

＊抽出丁丁50本毎に標本木
　を伐倒，標本木の簡易樹幹1
　　　　　　　　　　　　　曇　析解

＊同標本木における胸高部位
　の。。re抽出

＊1日の功程
各班平鞠4プロジト調査，
計5班20プロット
　（20プロジトX7日聞＝　　雨
　　140プロジト）

（森林標本調査終了予定）

下山，大河内集合

各班毎使用器材並びに野帳類
その他各種資料の点検整理，
返却

（現地解散）

曇後雨

曇
時々晴

曇

　曇
1時小雨

8時00分一18時40分（92時間）
プロット調査；　16
標本木測定：・　6
測’線距離：3400m（累計4345m）
　林地の地形，林相，林道等の粗悪のため調査
　が予想以上の困難を極む．

8時’30分一16時50分（7．8時間）
プロット調査．；　16
標本木測定：　11
測線距離：3000m（累計7345m）
　測線母線が1日毎に累加され，現地までの往
　復距離が次第に遠くなってきた・

雨のため本日の調査を中止
　このため最遠距離に当る18全曲及び21，22
林班の一部を一応調査予定より除外．
　各班毎野媛の整理，標本木材積の計算その他
　の内業を行う．

9時00分一18時30分目5．7時間）
　前日及び本日午後の雨のため調査甚だしく困
難を極む．

プロット調査；　15
標本木測定：　4
測線距離：3000m（累計10345m）

10時00分一一18時30分（7・8時間）
　各班共本日の調査現地が最遠距離を極む．故
　に最も早く調査を開始した班で10時（現地
　時刻）であった．
プロット調査；　15
標本木測定：　6
測線距離：3000m（累計13345m）

8時00分一17時00分（7・7時間）
　調査日程最終日の本日は各種を通じて第二次
　予定調査区域での末抽出プロットの総括的整
　理調査を行う．
プロット調査；　20
標本木測定＝　10
測線距離；4400m（累計17745m）
第二次予定調査林地における標本調査を終了．
　調査プロジト個数：計84
　調査面積　；　355ha

i
i
　夜；本調査（実習）の経過及び功程の検討並
　　　　　　　　　　〔宿泊：大河内〕　　　びに反省

午前：演習林マツノキ2本の樹幹三二施行
　　A木（樹令31年）　　　　　　　　　　第1，虹，鳥寄担当
　　　B木（〃　32年）第IV，　V班担当
　　：笹分胸高断面積測定器，アブネイレベル
　　その他の器具の使用法説明，並びに実習
午後；大藪部落下山一演習林事務所（大河内）

　　集合
　　：各班毎使用器材並びに野帳類その他各種
　　資料の国書，整理，返却

3・29（木）il 融刷． 現地解散

　§8　調査功程
続ね現地における1目の調査時間を各班平均7．5時聞とおさえると7日間の予定調査期

聞では7．5x7×5（班）＝　262．5時間，これに対し実際の調査時間は206・0時間でその百分

率は78．5％，また205．0時聞の調査時間に対して占める笑働時間1644時間の百分率は

79，8　％，調査予定時間に対する比率は62，6　％となる，尚，実際の調査日数5・5日聞におけ
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る各班の1臼平均調査時間は7．5時間で，概ね予定時間を調査しており，また同実働時間

は6・0時間でこれの調査記聞に対する比率は80％である．即ち昼食空聞の休みや調査問

の小休憩におよそ20％が費されており，従ってこの20％は今後の同種調査計画には当

然考慮されるべき時間的比率を示すものであろう，尚，最小1時聞より最長2時間半に及

んだ現地までの往復時間は勿論本調査時間には加え．られていない．

　次表（第2表）は時刻並びに時間を「時間・分」単位，測線距離はメ，一一“トルを以って示

した調査功程一覧表である．

3．　26 3．27　　計

表第2表　調査功程
一一一

黶m［1’狽?堰D一一一’
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　　　8，20

　　　6．40

　　　　　3

　　　　600

14．05－18．301　8．00－18．40

　　　　4．25　1　10．40

　　　　3．05　　1　8．10

　　　　　1　1　3

　　　　200　i　800

15．25－17，501　8．00－17．25

　　　　2．25　　1　9．25

　　　　1．50　　1　7．20

　　　　　0　1　3

　　　　200　1　600

潮
商
間
数
離

紺
時
蘇
距

　
　
動
ロ

並軽
軽
醐

調

■班

三二開姶並終了時刻

調査時間
　同実動時間
　調査プロジト数

　測線距離

皿班

38．15

30．40

14

3200

8．10－14．30

　　　6，20

　　　5．10

　　　　　5

　　　　800

38A5

32．50

　　18

4000

206．00

164．25

　　　84

17745

8．30－15．00

　　　　6．30

　　　5．30

　　　　　5

　　　1000

38，35

32．15

20

4400

10．30－17．00

　　　　8．30

　　　　6．00

　　　　　5

　　　　600

10．00－16．30

　　　　6．30

　　　　6．00

　　　　　3

　　　　600

9．00－12．30

　　　3．30

　　　　2，40

　　　　　2

　　　　400

8．30－16．30

　　　8．00

　　　6．50

　　　　　3

　　　　600

8．00－17．00

　　　9．00

　　　7．45

　　　　　5

　　　　600

14．05－17．00

　　　　2．55

　　　　2ユ5

　　　　　0

　　　　200

刻
、時
間
間
数
離

一
時
蘇
距

　
　
動
ロ

並
麟
査
夢
線

査
調
同
調
測

調

班

9，20－18．30

　　　9，10

　　　zoo

　　　　　5

　　　1000

8．30－15．30

　　　7．00

　　　6．00

　　　　　5

　　　　600

8．15－16，30

　　　8，15

　　　7．00

　　　　　4

　　　　600

39．20

3Q．40

15

3000

28．25

19．45

15

3000

3850
31．55

16

3000

46．10

38．00

16

3400

15，30－16．50

　　　　1．20

　　　　1，20

　　　　　0

　　　　200

14．40

11．50

　　2

945

刻
時
間
問
数
離

紺
時
揖
距

　
　
動
ロ

並齢
査
実
酎
線

査
調
同
調
測

調

V班

問
間
数
離

　
　
ト

時
時
ツ
距

　
動
ロ

査
実
酬
骨

身
同
．
調
測

計

　尚・笑働時間に対して占める各調査別の比率を本調査期間中における第1班の記録から

集計。標示してみると次の如くである，
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　却ち調査を測線調査，プ・ヅト設定，並びにプ・ヅ千内毎木及標本禾測定め三種：目匠分

けて夫々の所要時間を集計すると，測線調査：23、4時間，『プ・ジト設定：8．6時間，論敵及

標本木測定9．8時間；計41．8時間となり，その百分率は夫々56．0％，20．5％，23．5％で

ある．即ち測線調査に全調査時間の50％以上が費されており，かかる，山嶽天然林におけ

るラ■ン・プ・ヅト法によるサンプリング調査がいかに困難であるかが知られよう．尚，

この記録時間はコンパス調査とキャリバー調査の二手に分かれて行われたその両者に対し

てとられたものであるために，第2表の実働時間の計とは一致してなく，’およそ9時聞ほ

ど大なる値を示している．つまりこのことは調査を二手に分けて行ったためにこの分だけ

調査功程をプラスしたことを意味するものである．尚，他の班についてもこの調査を行っ

たら一層興味ある結果となったであろうが，1班以外はこの記録がとられなかった．けだ

しこの比率はおよそ他の班とも同じ傾向であろうと考える．

　　　　　　　　　　　第3章　材積表の調製

　§9　標本木の材積計算

材積表調製のための資料として，プロヅト調査と併行して一・定抽出間隔，即ち全プPtット

を通じて一連番号50本毎に標本木を抽出，同標本木は地上0・3mにて伐倒し・1則定はフー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バー式区分求積洗による樹幹析
　　　　第8図　標本木抽出プロジト位置図

　　一陣1一守畦十寄・ぐ澤＋一＋

　　　L十が《憎（糾・QPt　“”・一十

　　　　しが（専一《ン旦（穽÷十

　　　　　　　　　　　　　　細土

　　　　　　　　　　　　　i”嘩†．

　一．　＿＿＿峠　　　　　　　　脚一トー。一」一一L－

　　　i　1，　iX　一T　i　　，　　：

一謹鞍1難訓込
　　　P　：　1　：　；u．　1　　　　　　　　　　　　’

Nt　，　N

・
＋
窯
⊥
－
－
－
｝
⊥
量
阻
隔
－
…

i
÷
1
　
　
　
　
　
　
皿

解（簡易法）を採用した．尚，

測定された標本木は直ちに標本

木区分求積野帳にとり，材積算

出までの一連の計算ばこれを現

地において行ったものである．

　第8図は抽出・伐倒された標

本木のプロヅF位置を示したも

のである．また次表（第3表）

は各斑別に整理された標本木の

一覧表である．即ち全班を通じ

て抽出・測定さ治た標本木は針

葉樹9本，広葉樹28本，計37

本である．

　§10材積方程式の算出

　現地において抽出・測定され

た標本木は天然林による多樹種

混血のため，これをモミ，ツガ

を主とする針葉樹と，ミズナラ，

シデノキ，ヒメシヤラ，セキミ，

エゴノキ等の樹種よりなる広葉

樹の二つに分けて材積方程式の

計算，重びにこれに次ぐ材積表
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第3表 標　本　木　一　覧　曲

調・No．

1
2
3
4
5
6
7
8

班1

1
2
3
4
5
6
7
8
9

0班丑

1
2
3
4
5
6
7
8

●班皿

噌
⊥
9
刮
n
δ
4

●班

V班。1
　　2
　　3
　　4
　　5
　　6
　　7
　　8

一連N・・1測定朋ll林・小馬1（丁謝N。．i［樹

1
2
3
4
5
6
7
8

Mar，　22

　　／1
　　23
　　1！
　　25
　　26
　　27
　　！1

と
ノ
ち
と
ろ
い
に
ろ

の
　
　

　
　
　

　
　
　

の
　
　

　
　
　

コ
　
　

　
　
　

　

20

V
P
〃
〃
〃
〃
レ

78　（26）

79　（47）

81（　7）

82（　3）

97（　1）

le6（　1）

111（　5）

109（17）

種1樹令1肥EIH・lv・

9
0
1
2
3
4
5
6
7

　
1
1
1
1
1
1
1
1

8
9
0
1
2
3
4
5

1
1
2
2
2
2
2
2

沸
0
7
．
8
6
コ

2
2
2
2
30
31　一

32
33
34
35
36
37

へ
に
〃
は
ろ
〃
へ
〃
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
ロ
　
リ

21
Q0

V
〃
1
7
〃
1
9
〃
ノ

22
Q3

V
2
5
2
6
2
7
〃
〃
〃

に
ほ
と
は
と
ち
ろ
〃

　
　
　

の
　
　

　
　
　

ロ
　
　

　
　
　

ロ
　
　

　
　
　

　

20

V
〃
〃
P
”
π
〃

器
〃
器
ノ
2
6
〃
留
〃

2
3
6
7

2
2
2
2

21・へ
22・ろ
21。に
22。ろ

に
へ
〃
は
へ
ろ
〃
う

り
　
　

　
　
　
　
ロ
　
　

　
　
　
　
コ
　
　
　
ロ
　
　
　
コ
　
　
　
　

班
ノ
〃
2
0
飢
羽
〃
レ

器
〃
〃
〃
％
ノ
玉
垂

58（　3）

60（　7）

61　（58）

64　（21）

86　（28）

100（　6）

102（18）
103　（34）

104（38）

77（　2）

68　（29）

71　（33）

72　（32）

89（20）

88（38）

94（　3）

85　（11）

66（　8）

34（　2）

27（　1）

15　（20）

47　（14）

49’ i　1）

50　（31）

52（　2）

41（　8）

25（　4）

24（　8）

123（　8）

1
1シデノキ（広）
ヒメシヤラ（〃）

ミズナラ（〃）
　　！1　（ll）
ス　・　ギ（針）
モ　　　ミ（〃）
シデノキ（広）
ゴヨウマツ（針）

ネ　ジ　キ（広）
モ　　　ミ（針）
シ　キ　ミ（広）
ヒメシヤラ1（〃）

ミ　ズ　メ（〃）
サワグルミ（〃）
ツ　　　ガ（針）
シ　キ　ミ（広）

ハリギリ（〃）

　
　
　
　
　
　
　
　

広
〃
針
広
〃
〃
〃
〃

く
く
く
く
く
く
く
ノ
し

バ
デ
ガ
ラ
リ
バ
ラ
キ

窮
山
添

　
　
　
　
ノ

ヤ
イ
ツ
ミ
サ
カ
ミ
エ

エゴノキ（広）
ミ　ズ　キ（〃）

ミズナラ（〃）
モ　　　ミ（針）

6
1
0
7
4
7
3
1

2
8
4
4
1
3
2
3

　　

b
’
6

ぎ
i
、器

罪

3
8
7
7
9
2
0
5

3
3
4
3
5
3
3
3

4
・
7
．
8

3
・
2
F
◎

モ　　　ミ（針）1
ク＿．　リ（広）

シァノキ（〃）
モ　　　ミ（針）
シデノキ（広）
ヒメシヤラ（〃）
ク　　　リ（〃）．
ミ　ズ　キ（■1）

2
9
3
0
7
2
2
6

6
2
4
4
2
8
2
3

　cm
12，35

10．50

15．90

14．85

10．70

15．55

9．30

11．．20

13．50

14，00

11．25

21．75

15．25

14．00

25，00

13．20

15．50

16，00

18，75

11．45

9．76

1175　’

工0．90

12，45

9．80

10．20

14．50

1625
19．60

17．70

23．00

14．50

13．80

11．90

11．90

14，30

15，70

　m9，08
9．07

9，77

10，23

5．55

7．00

7．56

8．05

9，90

8．90

6．00

10．00

12．80

15．20

10，50
9．50

10．20

10．88

12．00

9．15

9，30

11．15

11，00

9．70

8，10

8．30

13．50

8．00

13，10

12．40

14．10

10．80

Z20
8．60

13．30

11．50

11，40

ms
O．05028

0．03995
0．09321

0．08693

0．02724
0，07520

0．02318

0，04009

O，05770
0．06511

0　04024

0．16890
0．11774

0．12518

0．26109

0．07088

0．09359

O．12905
0ユ7550，

0，05321

0，04331
0，05552

0．04759

0．06913

0．03707

O．04013
0．IQ662

0，08215
0，18449

O．15699

0．25086

0．09020

0．06740

0．05247

0．07320

0．09864
0．11・394

の調製，同材積表あ検：定等を行った．

　けだし針葉樹は広葉樹の28本に対しその本数は僅か9本に過ぎず，これだけの資料か

ら材積表を調製すうことは材積表自体の信頼度並びに誤差上の見地から勘からぬ危険性を

予想されるので，針葉樹については実測材積即ち標本木材積と既存の材積表との適合度の

検定を試みるに止めて材積表調製のための計算はこれを省略した．広葉樹についても勿論

これだけの資料からは充分なる材積表の調製を期待することには疑問を毛つが，けだし一

応の計算例として・また材積表検定のための資料として敢えて試みたものである．

1・最：小自乗法計算のための準備表

　材積方程i式を求めるに当り，最：小自乗法計算を行うことの基本的原理馬いわ＠る実測

値即ち実際にとられた資料と，その実測値をもとにして他の未知数を求めるための観測方

程式によるいわゆる推定値との間において，その差が最もminimum（最小）であること

の条件を計算によってその方程式に与えんとするものである．即ち，Σ〔（笑測値）一（推定
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値）〕2がminimumになるための条件を満しでやるのが最小自乗法計算である（組織解と

しては第5表のような：やり方，即ちDemingの方法よりむしろ第17表一一一page一・45一一tlc示

すようなやり方の方が，簡単で，分散分析の場合にも都合がよいと考えられる）．

最小自乗法計算（組織解）のための準備表として胸高直径，樹高，及び材積（実測材積）の

夫々につき対数をとり，その各項についての自乗和，積和を求めたものが前表（第4表）

である．尚，材積についてはこれを100倍して109（100・V）とした．

2．材積方程式算出最小自乗法計算組織解

　第4表における胸高直径：〆，樹高：y’，材積：x’より材積方程式

　　　　　　　　　　　　　　　　xt＝ayibz’c

対数をとって

　　　　　　　　　　　　log　x〆＝log　a十b・log　yノ十。・log　z’

これより正規方程式は，10gκ」x，　log　y’＝・y，　log　z’　・＝zより

　　　　　　　　　　　　　（x）　一　na　＋　b　（y）　十　c（z）　　　　　　　　　　　　s
　　　　　　　　　　　　Cxy）一　a　（y）　十　b　（yy）　十　e（zy）

　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　（xz）　1一＝　a　Cz）　＋　b　（7z）　＋　e　Czz）

　　　　　　　　　　　　（xx．）　一一　a　Cx）　＋bb｝x）　＋eCzx）

　今，標本数28本の広葉樹における積羽，自乗和は夫々

　　　　　　n　一28，　qz）一31．6830，　fy）一28．2225，　（x）一24．5183

　　　　　　（z2）一＝36．11909300，　Cz・y）一32．05590307，　Cz・x）＝一28，34900375

　　　　　　CyzT）＝＝28．66179903，　（y・x）一25．12165146

　　　　　　（x2）一23．00677615

これより三方嶽天然林における広葉樹の材積方程式算出最小自乗法計算組織解は次表（第

5表：page－22－23）に示す通りである．

　即ちlog　a＝＝dから

　　　　　　　　　　a’一　一　2．09558862

　　　　　　　　　　b＝一　O．84417668

　　　　　　　　　　c＝　　　ユ．87387544

これより今求めんとする材積方程式は

　　　　　　　　　　log　x’＝　一一　2．09558862　十　O．84417668・log　y’

　　　　　　　　　　　　　　十　1．87387544・log　z’

ただし，x，，即ち材…積Vは準備表（第4表）において対数をとるとき100倍しているから

実際は上式は109（100・x’），即ち109100＋109κ’を表わしていることになる．従って求

める方程式10g　x’はlog　100＋Iog　x・＝2＋log　xより

　　　　　　　　　log　x’＝一　一2　十　（“2，09558862）　十　O．84417668・log　y’

　　　　　　　　　　　　　　十　1．87387544・log　z’

となる．

　なお，一2十（一2．09558862）即ちlog　aセこっき，これに一3十3（＝0）を加えて
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第5表 三方嶽天然林材績方程式算出

行

T
よ
ウ
臼
3
4

5
皿
｝
6
7
皿8
9
1
00
0
9
臼
－
占

｛
⊥
－
■
↓

一 d b． c 1

28 28．2225

28．66179903

・X（一28舞2昏

　2十5

　　　　　31．6830

＝一1．00794643）一28．44676812

1×（．一！1t，：llg｛ESL・bUsV　＝一一一1．131s3s71）

皿×（一1灘器1一一α5633438・）

　3十6十7

O．21503091

　31．6830
　32．05590307
　36ユ19．09300

－31，93476674

　　0，12113633

一35．85044590

一　O．06824140

　　0，20040570

24．5183
25．12165i46

28．34900375
23．00677615

一一一 Q4．71313295’

　　O．40851851

一一 Q7．74333200

一　O．23013637

　　0．37553538

Ix（一za4’558一一3　＝“o．s7’s6s3s7）

皿×（一8：ll羅1一一t8998・296）

皿×（一器講1一一・・8738757・）

　4十8十9十　10

　　・　一一21．46953693

　　　　　　一　O，77610876

　　　　　　一一　O．70370664

min，　S＝　O．05742382

1をσ’について解く

皿をわについて解く

皿を‘につ．いて解く

a‘＝　一2．09558862

b＝＝　O．84417668

c　＝　1．87387574

Ctl　＝

C2t＝

e31＝

皿をeについて解く

　　　O．20040570．c＝O．37553538．

　　　　　　020040570・e31：＝一〇．5637ユ534

　　　　　　0．20040570　．　c32　＝＝　一〇．56334380

　　　　　　0．20040570．c33＝　1

行11を皿に代入する

　　　　O．21503091・b十〇．12113633．c＝O．40851851

　　　　　　　0．21503091　．　e2［十　O　12！13633　．　c3i＝　一1．00794643

　　　　　　　0．215e3091．e22十〇，12113633．c32＝　1

　　　　　　　0．21503091．c・23’十〇L12113633．c33＝　O

行11，12を1に代入する

　　　　2．8。・a「十28222．5●b十31．．6830●¢；．24．51．83

　　　　　　　28　．　eii十28，2225’　・　c，，，　t十31，6830　．　c3i　＝　1

　　　　　　28　．’ct，十28．2225　．　c，2十31．6830　．　c3・2＝　0

　　　　　　28　．　ci3・十28，2225　・　e23十31．6830　．　c33＝：　O’



最小自乗法計算組織解 〔広葉樹〕

Cl C2 e3 計
ctieck’

　　　　　1

　　　　0

　　　　0

　　　　0

－1．00794643

一一一 P．00794643

0
1
．
0
0
」
0
1
一
〇

ハ
U
O
－
▲
h
U
　
　
O
　
O

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，，・・’　113．4238
　ii516－6　Ti　gs3s6　’xV

　129．20699982　／
　100．99昏73136　　　　　　　　　　ン／

一一 P14．32511429

　　　0．73673927　／

一一 P．13153571

　0，56782037

－O．56371534

一〇，56334380

－O．56334380

0
∩
V
－
↓

一ユ28，34308006

　　一一一一〇．41503750

　　　0．448882’26 f

一　O．87565357

　　1．91490969

　　1．05633250

　　2．09558862

　　　　　o

一一一 P，89981296

　1，05563628

一一 Z．84417668

　　　　　o

　　　　　o

一一 P，87387574

－1．87387574

一一一 X9．31995539

　－1．39966681

　－O．84114958

　－O．56504042 〆

　　6．34607024

一　3．10283573

一　2，81287079

c・r2　＝一3．10283567

’c22＝　6．23406309

C32　＝＝　一2，81101685

et3＝　一2．812870s2

Cl，3　；一2．81101684

c33＝　4．98987803

　　　　・O，37553538
C一　T6i1566a6iiii6一’566a6gi6　一i・s73s7s74

　　　　　　　　　　　　一一〇．56371534
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝＝一　一2，81287079　　　　　　　　e31　＝
　　　　　　　　　　　　　　O．20040570

　　　　　　　　　　　　－O．56334380
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　一2．81101685　　　　　　　　e，a2＝
　　　　　　　　　　　　　　O．20040570

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝＝　4．98987803　　　　　　　　C33＝
　　　　　　　　　　　　　　O．20040570

　　　0，40851851－O．22699443
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一＝＝O．84417668b＝
　　　　　　　　O．21503091

　　　　　　　　，，1＝一1ρ0794643＋0・34074084＝＿3．10283573

　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．21503091

　　　　　　　　c，，．一1一：t！；9Sl！gllilSlllS－9：3－4：0A5．．ih6－2fi＝　6．2340630g

　　　　　　　　　　　　　　O．21503091

　　　　　　　　　　　　Q－O．60445551
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　一2．81101684　　　　　　　　C23＝
　　　　　　　　　　　　　O．21503091

．，＝2．t，sls3　23・824J7．t／Ts6gSsSlg」｝一59t37－tO95．一〇．一7一．一一一2．ogssss62

　　　　　　　　　　　　1十　87．56978139十89．12018524
ごn＝

ご工2＝

ご43＝＝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　6．34607024
　　　　　　　　　　　28

g＝．　iLzS，9498flSSg±fi9，9Slllt1689175．9408455s6．　．＋89　06144686　＝一3．lo2s3s67

g：tEzg，｛｝3ggg1211glLlie；99f1S951i｛｝7g．33392277s　158．0943056Z　．．．一p2．s12s70s2
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0，458
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O，519
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0．584
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0，652．

　　　　　　　　　　　　　　　log　a・＝＝　一一　・・2十C－3十く3－2．．09558862））

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝一2一ト（一．3＋0．90441138）．＝一5→一〇．90441138

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　5．90441138

ユog　aの真数をとつ．て

　　　　　　　　　log　a／一　5，90441138．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対数．　　　真数　　　　Diff・54

　　　　　　　　　　　　　　　0．90441138　　9e440720　80．243　418

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　90441260　g’Q2440244g：一2il）22）　22－122

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8024378

　　　　　　　　　a　一　・o．ooooso24

これより求める方程式は材積：X，直径：Zt樹高：yより
　　　　　　　　　x　＝＝　O．OOOO8024．yO・S441766・3　．　zt・s73s7．一・，・4

となる．

3．材積方程式の．誤差

　．以上の最：小．自乗．法．計．算．によって．材積方程式．にお．ける係数ρ，b，　C．の決定と，同時に実測

値との残差平方和min．　Sをも求．められたの鳩材積方程式の誤差はこのmin．　Sか．ら．次

の計算によって求．め．ることができる・

，
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林 材 横 表 〔広葉樹）

17 18 19 20 21 22 23・ 24 25一 26 27 28 29 30
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0．220

0．248
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0．310

0．343

0．377

0．414

0．451

0．491

O．127

0．149

0．173
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0．227

O，256

10．286

0，319

0．353

0．388

0．426

0．464

0．505
O．531，　O．5i　7’i

O．573

O．617

0，662

e，70g

O．757
0．80？1班。掲30

O．590

，lt”．695

．＝q，¢昌2

一；i’

?f　i730

，0．．．　，7－Z．　9，

’器置二二ξ二二3器

O．937　O．965　O．993

0．991　1．020　1．050
1．046　　1・077．・，ユ●1091ト

．即ち，m・in．　Sを，’ 送ｿ（標本木）の数nからパラメーターのtw　P（Pはこの場合パラ

メー一　］一a，b，　cの3個口示す）だけ引い．たもので除して開平した値，即ち

　　　　　　　　　　　び；／．min・s　　　　　　　　　　　　、

　　　町　　　　　　　　　　　κ「ρ

　　　　　　　　　　　　一ノ砺魔魏一ノ而29砺一。．。479265、

　　　　　　　　　　　　　　　　　28－3

即ちσを材積方程式の標準誤差と考えることができるから，これより材積式から推定され

る全体或．いは平均の標準誤差嚇は

　　　　　　　　　　　　　　び
　　　　　　　　　　σ〃＝
　　　　　　　　　　　　　〆7

　　　　　　　　　　　　＝、9604Zρ2651＝0・04792651＝＝0．00905726

　　　　　　　　　　　　　　　｝／28　　　　　　5，29150263

これより平均値の標準誤差率は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．

　　　　　　　　　　　（　aMlogto　e）×…一1：瓢ll×…一　2・・855・・2・

即ち28本の資料にもとずく平均．値．の誤差率は2．086％である．．なお，これは材…丁丁自身

の誤差であって，標本調査におけるプロヅト抽出の誤差とは全く別のものである．そして
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この誤差は一つの母集団の平均値として取扱う性質のもの，即ち一本一本の材積の和を求

めるときの誤差の和，或いはその和を本数で割って平均値の誤差として考えるときのもの

であって肝木についての誤差を意味するものではない．下木の誤差はむしろa自身であ

らわされるものである．

　尚，材積式における係tw　a，　b，　eの個々の分散（variance）はa2並びに前表の組織解

におけるC一乗数より

　　　　　　　V（a）　＝　Cii・02　＝　6．34607024　×　O．00229695　一　o．01457661

　　　　　　　V（b）　＝　C，，・a2　＝＝　6，23406309　×　O．00229695　一一　O．01431933

　　　　　　　V（c）　一：　C3．3・02　＝　4．98987803　×　O．00229696　＝　O．Ol　146150

これより各々の標準誤差（standard　error）は

　　　　　　SE（a）＝　士1／a，1　・a2一　±v／0．01457661＝　±0．12073363

　　　　　　sE（b）　＝　±Vc一，，1：17，　＝　±／5：．6i2istgggol　31933　一　±　o．ng66340

　　　　　　SE（e）＝　±1／Q3・σゴ；　±レ／0．01146150＝　士O．10705840

となる．

．§11三方嶽天然林材積表〔広葉樹〕

　前表（第6表：page－24－25）は前節において算出された材積方程式から求めた三方嶽

天然林における広樹樹の材積表である．

　§12調製材積表の検討

　今，28本の標本木を原資料として調製された前節の広葉樹材積表において，その標本

木の分布範囲を標示すると次表（第7表）の通りである．

第7表　材積表適用限界指示線の標示
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　即ち表中において分布する標本木の範囲は直径で9－23cm，樹高の場合6－15　mであ

って，調査された本林分の最大直径80cm並びに樹高の28　mに対してはかなりの偏り

を示しており，これをこのまま調査林木に適用するにはかかる資料の偏僑より極めて危険

であると考えられる．このような場合，即ち標本木の測定が材積表の調製を目的とする場

合には予めその適用林分（或いは林木）の直径並びに樹高の最小乃至最大の範囲をおさえ

ておき，それにもとづいて原資料，即ち標本木が表の全体に均しくばらつくようなとり方

をするように考慮すべきであろう．

　斯かる観点より前節の材積表は第7表の．いわゆる標本木の分布範囲内，即ち材積表適用

限界指示線標示内においてのみ一応その適用が信頼できる数値であるといえよう．

　尚，第6表の材積表を熊本営林局の材積表1（一応九州一円に適用されている）と対比し

て系統抽出により61個の標本をとり，その適合度を自由度n－2，確率95％のtの値

（t一分布陣）に照しての直線回帰による検定の結果では両者の聞に高度の有意差を示し，

その傾向は本林分の材積表がやや低い値を示した．

　けだし，本調査林分における材積計算には第6表の材積表はこれを用いず，標本木と使

用材積表との適合度の検定にもとづいて，回帰式に閉るプロヅト毎材積の修正を行う方法

をとった．

第4章『 @プロット材績の計算とその修正

　§13　調査プロットの材積計算

　現地における調査プ・ヅトの抽出並びに区劃，設定と併行して訟訴調査を行った胸高直

径10　cm以上の立木に立する材積はこれをモミ，ツガを主とする針葉樹と，シデ類，ミ

ズナラ，ヒメシヤラ，カエデ類，エゴノキ，リョウブ，シキミ，オノオレ，ミズキ，ブナ

ノキ等の多樹種よりなる広葉樹の二つに分け，且つ材積計算に際しては直径を2cm括約，

樹高は1m単位を以ってこれを搾木調査野帳上に求めた．

　尚，材積計算における使用材積表には熊本営林局の立木幹材材積表を用い，次節におい

て現地で抽出，測定された標本木と，その標本木に対応する材積をこの使用材積表から求

め，標本木材積との適合度の検定を行った．

　§14　使用材積表の適合度検定＊

　適合度の検定に先立ち，標本木材積，即ち実材積をXとおき，そのXに対応する材積

表（使用材積表）材積をアとおいて材積表検定のための回帰式アーa＋b（x一一めを得る．

式中a　e＊・Y，また蝋Σ（・・），）一1Σ（x）Σω〕／〔Σ㈹一÷〔s（x）〕・〕から計算肱n

は標本木の数を表わしている．尚，検定は針葉樹広葉樹別にこれを行った．

即ち次表（第8表）における〔1〕及び〔1［〕は材積表検定のための針，送別準備表であ

る．表中xは標本木材積を，またアはそのxに対応する材積表材積を示す．　これより

　　　　　　　　　　　jli（．）　＝O．10342444，　：一y（．）　＝O．10688889

　　　　　　　　　　　Je（，．）　一〇．08689857，　；Hvc．）　＝：O．09228571

＊Kenkichi　Kinashi　and　F．　X．　Schumacher：　A　Test　of　the　Standard　Volume　Table　by

Multiple　Regression（九タ・ト1大学演習林報告第30号）参照，
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　　　　　　　　第8表　材積表検定準備表
〔1〕針葉樹（N）
No．

1（　5）

2（　6）

3（　8）

4（10）

5（15）

6（2e）
7　（29）

8（30）・

9　（33）．

lnβ則H・ 実門構ア材積II　x・ x・アi・・

　cm1070
15．55

11．20

ユ4．00

25．00

11．45

19．60

17．70

13．80

　m　1［　m：s
5，55　11　O．02724

zoo　1［　o．07s20
8．05　il　O．04009
8．90　lj　O．06511
10．so　ir　o．26109

9．15　11　O．05321
13．10　ll　O．18449
12．40　　　　　0ユ5699

7．20　ll　O．06740

ms
O．033

0．086

0．046

0．076

0．265

0．048

0．ユ93

0，149
0．e6／6

・x　ll

・〔皿〕　広葉樹

ev．一r．＋，一Lll　o：g”to－s．4．．．1一．一”glg．．6’2’ll　o．i4646soslo．i4934so31　o．is2：Ti2

（L）

N・・　il－iH・　li実騨淵瀬積li　・・

　1（　1）
　2（’　2）

　3（　3）
　4（　4）

　5（　7）

　6（　9）
　7　（11）

　8（12）
　9（13）
19・（14）

　11（16）
　12（1・7）

　13　（18）

　14（工9）』

零5（21），

1隅
’ll！講・

20（26）．’

21　（27）

22　（28）

23　（31）

24（32）
．そ5（34）

’i@26　（35）

，27（36）

　28　（37）　．

　cm12．35
10．50

15．90

14．85

　9，30

13．50

11．25

21．75

15．25

14．00

13．20

15．50

16．00
18．75
’一9・7i6

11．75

10．90
12，．45

9．80

．10．20

14．50

16．25

23．00

14．50

11．90　t

fユ．90

14．30

15．70　．

m
　
8
7
7
3
6
0
0
0
0
0
0
0
8
0
0
5
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
7
2
5
9
0
0
8
2
5
2
8
0
3
1
0
7
1
3
5
0
1
8
6
3
5
4

9
9
9
0
7
9
6
0
2
5
9
0
0
2
9
1
1
9
8
8
3
8
4
0
8
3
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
　
　
1
1
1
　
　
1
1
　
　
　

1
　
1
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1
1
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m：s

O．05028

0．03995
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0．08693

0．02318

0．05770
0．04024

0．16890

0．11774

0．12518

0．07088
0．09359
・O．12905

0，17550
0．04331

0．05552
・O．04759

0，06913

0．03707
0．04013

0．10662
0．08215
0．25086　！

O．09020　i
　　　　lO．05247

0．07320　1i

O．09864　］

O，11394　，

x’ア
：ソ2

籔
朧
竪
溜
樂
皿
㎝
鰯
朧
劃
樂
難
聴

が
8
・
・
・
・
・
・
・
・
・
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・
…
8
…
α
・］£　／l E II　2．433i6 2．ss4　ll　o，2so14s3610．2gs37so31　o．320s72

を得る．－ ｮN，しにおける本数nは夫々9本，’28本である．

験：定は先ず

①王一一」の絶対値既一到が0と有意差さあるか否か，即ち平均値Nとアが等しいか

　　　どうかをt－1　ζ一ラ1／v／画1司により，更らに

⑱：．わ17β．の絶対痺lb一β1が1と有意差があるか否か・つまり回帰係tw　bが1と有意

　　差が碗かどうかをt一　lb，一β1／／7㈲により，夫娚一2，確率95％のt．・・D



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　29，1

値（t一分布表）に照して検定した．

　尚，①，②におけるv（の，v（b）は夫々轟。／n，　s2e、．。／Σ〔（x－jil）2〕から，層またSv，。は

義〔｛X（ア・）t〔X（剃一わ｛X（切一吉〔2（x）〕〔Σ（ア）〕｝〕によ購し，また②におけ

るβは1（45度に対応する）を代入してβ＝1とおいた．

　即ち，回帰係数わ，並びにS2y，x，7（a），　V（b）を針，広別に以下に求め，①，．②の検定

を各々について行ってみると

　　〔針葉樹〕
　　b．．9Li±feyz：iyl＝493480，3　’gipt（Ony93082）（O・962）＝ww．i4934so3一一〇．ogg49432　＝．一g，，gfgs｛11｝Zlo4gss37i

　　　　　O．14646805－e（O．93082）2　　　　　　　　　　　　　　　　　　・O．14646805・一一・O．09626954　O．05019851

　　　一＝　O．99313127

s2y．．＝
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　　　　　　9
　v（b）一一9：・99991191119999｛99Z　＝一　o・ooio63is　”
　　　　O．05019851

検：定

　①　匡一到が0と有意差があるか
　　　　t　＝　L｛tl！，一1，93f！lil．10342mpt4＝　O．19661｝＆｛｝QYI88889　／　．．　一〇一tO346445　，．，　1．42267ssg

　　　　　　　　／一6；6t666659goooosg　　　　　　　　　　　　　　　　　　O．00243516

　②　わ一β1が1と有意差があるか
　　　　，　＝　Lgt，ggg1gYIZ・gg｛3！1gYIZ；13127　一．LleL　一．一　L9－LO．Q68L688Z373　＝．　o．2106ss63

　　　　　　／r6：．6（oolo631s　O．03260644

〔広葉樹〕

o．2gs37so3一一一lg（2・43316）（2・584）　o．2gs37so3一一〇．224s4sgl　O．07382912
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一＝　1．07454659
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　　　　＝itCO．08210571－O．07933283）一de（O．00277288）

　　　　＝一　O．OOOIO665

　　　V（の一．0・00010665－0．00000381

　　　　　　　　28
　　　レ（の一〇・00010665－O．OO155224

　　　　　　0，06870723

　　検定

　　　①陵一到が0と有意差があるか
　　　　　　園塑6登9857一璽塑571⊥＿．μQ9旦週4＿2vsggls44・

　　　　　　　　　　；／O．OOOOO38i　O．OO195192

　　　②｝b・一　3「が1と有意差があるか

　　　　　t＝，［　．1．074s4659Tlrrl．．．　Q・074L5．46．5L9＝　1，sg211s43

　　　　　　　　レ／0．00155224　　　　0．03939848

　即ち，検定の結果は針葉樹では①，②とも有意差を認められなかったが，広葉樹にお

いては①の検定に有意差を示した．つまりこのことは広葉樹においては使用材積表であ

る熊本営林局の立木新講材積表はこの林分には不適合であることを意味している・

　尚，材積表検定のための回帰図を針，望薄にグラフに示すと第9図（〔1〕及び〔1〕

図）の通りである．

　　　　　　　　第9図　 材積表検定のための回帰図
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　§15　プロット材積の修正〔広葉樹〕

　今，標本数28ケの広葉樹において，自由度26，確率95％における直線回帰の検定か

ら①の検定に有意差を示し，その傾向は第9図〔［〕にy＝Xをラインしたときややy
軸に偏る．このζとは材積表材積は実材積よりもやや過大な値を衰わしていることを意味

するものである．従って修正は材積表によるための過大算出材積値を除去するにある．『

　尚，修正はプ＃ヅト毎に次の修正式を以って行った，式中宮は各プロットにおける材

積表材積値を示すものである．

　　　　　　　　　　　　　r〒オ＋〔（N－Y）・n〕

　　　　　　　　　　　　　＝・A一〔0．00538714　・　η〕

　次表（第9表）は本修正式によるプロット別広葉樹の，材積表三三の修正を行ったもの

である．

　　　　　　　第9表　　　プロッ　ト材積の修正　〔広葉樹〕

P1・・N嶋帳瀕騰鉦倒修正材積

14
15
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24
25

26
27
28
29　・

30
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1P，・・Nα1購材積1本釧修正値修甜積
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3
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4
4
4

M3
1．701

0．497

1．246

1．958

3．475

3．057
3．044

16．633

3．177

5．518

　　　M3
13　1　一一〇．0700

9　L　一一一〇．0485

14　1　一〇．0754
7　1　一一一〇．0377

13　1　一一〇．e700

14　1　一〇．0754
11　［　一一〇．0593

43　1　一一一一〇．2316

1，2　1　一一〇．0646

．26　1　・一一一Q．1401

1．6310

0．4485

1．1706

1．9203

3．4050

2．9816

2．9847

16．4014

3．1124
．5．3779
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§16針，広別プロット材積の集計

次表（第10表）は前節において修正がなされた広葉樹材積と併せてこれをプ・ット別に

集計・標示したものである．

　これより，調査プ陣ト総数84ケにおける針，広別本数並びに材積の合計は，針葉樹

で本数：308本，材積：100．303　m3，また広葉樹では本数：1540本，材積：280．9020m3で

その合計は本数：1848本，材積：381．20SO　m3である．

　尚，平均1プロヅト当り本数並びに材積は針葉樹で本数：3．7本，材積：U941m拷，広

葉樹は本数：18．3本，材積：3．3441　m・eであり，その平均（即ち合計）は本数：22・0本，

材積：4・5382　m3となる・

第10表　　針，広別プロジト材積一覧表
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9．8512

1．8150

0．4485

0．Q420

2．0226
2．1913

4．8800
2．9816

2．9847

16．6094
7．4484

6．5939

4．0875
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9i5815

2．1592
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1．4295
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0．4185

0．7363

7．4723

0，3836
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2．6402
0．6716

2．6966

1，8921

1．6561

2．0385

2．0235

5．4888

9．3992

3．8193

2．5129

2．2855
2．1961

5．4436

9．0297

3．3366

5，2810

7．3792

1．2795

0．1360

4．3672

3．7594

0．2465
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No． Plot　No．

針　　葉　　樹　　／　　広　　葉　　樹 合　　　　計

本剃材積 本四材積 本四材積
66
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V4
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V8
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一
一
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8
1
1
　
7
　
1
　
8
　
1
1
4
1
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－
　
6
2
　
1
一

珈3
O，648

R，210

O，036

@　　一
@　　一
Z，615

R，249

S，367

S，183
O，109

P200
O，919

Q，889

R，437

@　　－
P，054

O，454

O，241

@　　一

　7

P8

|
2
1
　
6
2
9
．
2
6
3
4
3
5
2
6
1
2
1
6
　
5
1
8
　
5
1
5
3
　
5
1
6

ma
n．7543

S．5490

@　　　｝
ｿ7969
Q．8807

V．7488
?T．3739

W．1208

R．2055

P．8079

O．3294
R．5798

O．6841

V．6120

Q．3851

P2．4382

O．2678
P．59．31

S．8398

11
Q7
@1
Q1
@6

R2
R4
S5
S2
Q7

Q0
P7
P9
R2
@5

Q1
T1

@6
P6

m謬

P．4023

V．7590

O．0360

O．7969

Q．8807

W．3638

P8．6229
P2．4878

V．3885

P．9169

P．5294

S．4988
R．5731

P1．0490
Q．3851

P3．4922
O．7218

P．8341

S．8398
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　　　　　　　　第5章　プロット抽出誤差の計算
　§117抽出誤差計算準備表

　プロット抽出誤差計算のための準備表として前飾第1G表における針，広別プ・ヅト材

積一覧表より次表（第11表）にxを針葉樹，），を広葉樹としてその積和，自乗和を求め，補

正項を夫々潟Σ（x），動Σ（y），x・Σ（y），（x＋y）・Σ（x＋y）から求めた．これより，平方

和は万（X2），X（ン2），万（x・y）並びにE（κ十y）2と，その各々に対する補正項との差であ

る．

第11表　　プロット抽出誤差計算準備表

ON

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5

針葉樹材積

血3

16．360

0．059

4．398

3．074

0．184

0．042

0．852

0．271

広葉樹材積

　ア
m鵠
3，2291

0．9915

6．7327

3．9316

2，3034

3．5565

0．8855

1．6686

2．7744

6．7772

1．6310

0．4485

1．1706

1．9203

x十y
／’　一xz

rn3
3，2291　［・

IZ3515
6．7327

3．9906

2．3034

3．5565

0．8855

1．6686
7．1724

9．8512

1．8150

0．4485

0．0420
2．0226
2．1913　・

y2 x　・y （x＋y）z

〈Continued　on　next　page）
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0．433
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1．4295

1A628

灘
㎜
難
羅
㎜
響
羅
㎜
羅
霧
瀦
4．3012
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No．

6
7
8
9
0
1
2
3
4

7
7
7
7
8
8
8
8
8

2］

mean

補正項

平方和

針葉樹材積

　　x

M3
1．200

0．919

2．889

3．437

1．054

0．454

0．％1

広葉樹材積

　ア
M3
0．3294

3，5798

0．6841

7，6120

2．3851

12．4382

0．2678
1．5931

4．8398　’

100．303i　280．9020

x十ン

m茜
1．5294

4．4988

3．5731

11．0490
2．3851　1

13．4922

0，7218
1．8341

4．8398

381．2050

1．194e83331　3．34407143i4．53815476

1 i

X2 ン2 x’）ノ （x十ン）2

557・6・6・・9・783・88・・12421366・759S764・j3・75…5ユS422

i
li9．770140251　939．356344401　335．｛12039556i　17219．　．96－728529

437．一83－5．　e－7975L＆，f：：511：：：：：1236．68－O－2il　3i．1331gi，ll！！9eq！80841　ifll，iSisR378989S

　§18材積の和の推定

　今，抽出調査プロヅト総i数nを84，また2＞を調査全林小班面積iA（A　＝355．301　ha）

をプ・ヅF面積α（a＝　O．04　ha）で除したもの，即ち標本の単位で全面積をうめ？くしたと

きの個数，郎ち355．301／0．04　・＝　8882．5250から乗数kは次式の如く求められる，

　　　　　　k。一　1　．2ヒi、

　　　　　　　　（n一一1）n　N　”
　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　8882．5250－84　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　O．OOO143　43　×　O．99054323　　　　　　　＝　V　．”；一．L　in一　×
　　　　　　　　（84－1）×84　8882．5250

　　　　　　　一　O．OOO14207

式中㌘は標野てとられて激榔分の比率に鞘し・これ鮪限補瀬という1

一般に広い地域ではこの有限補正項の値はあまりきいてこないのが普通である．即ちこの

値は0から1の聞で変化し，プロットの抽出個数が少いほど，即ち1Vに比してnが小

さいほど1＞Lnは大となり1に近づき，逆にnが大きくなればN－nは小さくなるから有

限補正：項は1より小さくなる・

　これよりア（M），レてy），V（X十ン）は夫々

　　　　　　　V（一x）”C．X（x2）　一一　MX（x））　・k　・／
　　　　　　　　　　＝＝　（557．606019　一一　119．77014025）　×　O．OOO14207

　　　　　　　　　　＝一　O．06220493

　　　　　　　7σ）罪⊂．Σ（ン2）一，、Σ（ア）〕・k

　　　　　　　　　　＝：C1783．88001242　・一一・　939．35634440）　×　O．OOO14207

　　　　　　　　　　＝一　O．11998453

　　　　　　　v（x＋7）＝〔Σ（x＋ア）2一（x＋ア）拶（κ＋），）〕・k

　　　　　　　　　　一　C3075．00518422　一一　1729．96728529）　×　O．OOO14207

　　　　　　　　　　＝一　O．1910　9440

　また碇2（x十y）〕は前表（第11表）より次の如く計算される・
　　　v（x（x＋ア）〕一〔2（x－N）・＋x（アーア）・＋22（x一一M）（y－Y）〕・〔嵩・ヤ〕



3プ

　　　　　　　　　＝＝　C437．83857875　十　844．52366802　＋　2　×　31．33918084）

　　　　　　　　　　×〔　gf4L×g8t82J1259＝Sf82・5250－8484一・1　8882．5250〕

　　　　　　　　　＝　1345，03790845　×　1．00247748

　　　　　　　　　一　1348．37021252

これより調査面積355．301haにおける材積の和は次の如く推定される・

　　　　　　〔針葉樹（N）〕：

　　　　　　　］YC　N）＝N・〔を士〆フζ蚕5〕

　　　　　　　　＝一・8882．5250×：（1．19408333土／0，C62204面

　　　　　　　　＝＝　10606．47503081　±　2215．38309893

　　　　　　〔広葉樹（L）〕：

　　　　　　　Y（、）一N・σ士／π萌
　　　　　　　　一＝　8882．5250　×　（3．34407143　±　／O：11998453）

　　　　　　　　　一　29703．79807876　±　3076．79855967

なお，これを（針葉樹）＋（広葉樹）についてその推定を行ってみると次の通りである・j

　　　　　　（　（N）　十　（L）　）：

　　　　　　IY（N＋。，＿N．〔2（x＋y）土〆v〔x（x＋ア）〕〕

　　　　　　　　F　S8t84pt15982　S250　．　（3sl．20so　±　／i54tgS762iE52s．370212s2）

　　　　　　　　　　　84
　　　　　　　　一　40310．27311197　±　3882．94936472

　§19　プロット材積にもとつく抽出誤差

前節の材積の和の推定値より針葉樹広葉樹の各々におけるプロヅト抽出誤差は次の如』

く計算される．

　　　　　　〔針葉樹（N）〕：

　　　　　　嫡一（N・／爾　2V・元）×…

　　　　　　　　　（8－mu’8g，？3，5．0，，×．／，P，＆6ggO，，4，93）×ioo＝一〇．20ss70．s2．ioo

　　　　　　　　一　20．89　％

　　　　　　〔広葉樹（：L）〕：

　　　　　　e（J，）＝一（tgY：i；i／G．liSQ5－y））　×　ioo

　　　　　　　　一（8882：52sO×／一6：．iilgeptlsiil　l　ggs4s3　8882．5250　×　3．34407143）×…＝一・・…358266×・C・

　　　　　　　　＝　10．36　％

即ちその誤差は針葉樹において20．89　％，広葉樹では10．36％を示している．今，これ

を（針葉樹）＋（広葉樹）について求めると

　　　　　　（（N）　十　（L））：

　　　　　e（Nt．r．）＝＝　（us’VL”2Sx（＋X＋y　Y一／））　×　loo
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　　　　　　　＝＝（tnmt34s8i3．2700s20i252一）×ioo－o．og6326ss×i60

　　　　　　　＝一　9．63　％

即ち調査面積355。301haに対する全体でのプロット抽出誤差は9・63％である・

第6章　　本　数　分　布

　面積355，301　haの林地より抽出・調査した84ケのプロヅFの中より毎木測定された

胸高直径10cm以上の立木に対して，これを針，広別に各直径階毎の本数分布，及び樹

種別の本数分布を求め，径級別頻度の傾向把握，並びに樹種比率の推定を行うとともに林

分成長量推定のための資料とした．

　§20直径階別，針・広別本数分布

直径階別の本数分布は，はじめこれを針，広別に分けて各班により毎木調査野帳から集

計されたものを示したものである．これより針葉樹，広葉樹の本数は夫々308本，1，540本

で，その合計は1，848本である．なお針，広各々の最大直径は針葉樹で66cm，広葉樹の

とき80cm（何れもD．B．H．）である．

次表（第12表）は針，二三，各班別の本数分布を集計・標示したものである．また第

10図はこれを度数折線を以って表わしたものである．このとき本数Nは対数をとり10gN

を以って標示した．

第10図　直径階別本数分布図
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第12表　直径三二本数分布表
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　§21樹種別本数分布

　今，．調査プPt・・yF総数84ケの中にあらわれた1，848本の樹種百分過推定表を示すと次

表（第13表）の通りである・これより全本数（1，848本）に対して占める針，広各々の比

率はユ6．67％：83．33％である．なお広葉樹中“その他の広葉樹”とあるのは一・樹種の

本数が5本未満のもので，ミズメ，サワグルミ，ヤマシバ，イ冥シデ，サルスベリ，カバ，

ノリウツギ，t一ミギ，モチノキ・（ナナミノキ），モミヂ，シラキ等である．また全体に対し

て約2％の樹種不明木を測定した．これは本数比率の面からみればわずかであるが，けだ

しこれらはすべて落葉広葉樹であって，調査が落：下期（3月）であったことに樹種識別を

困難ならしめた一因があげられる．

　尚，表中において，qは，全樹種の中にあらわれる一樹種の比率Pに対して，それが

存在しないと見徹される比率を意味するもので，こホより全本数に対する各樹種の，比率
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における標準偏差σは次の式により求めたも

のである．

　　t・．・sσ　r土t・．os／P・9／N

　　　　；；＝ヒ1・95996レ／、ρ・q／1848

ここにtu．。5は確率95％における自由度。。の

値を示すものである．

　なお，個数（本数）の場合標準偏差は，全本

数1Vにおける各樹種の各々の本数をnとし

たときのP，qを夫々〔n／N〕，〔1一一（n／N）〕と

した次式から求められる．

　　　　　to，osa＝±to．osi／’ili：．ii：lj・q

第7章　林分成長量の推定

　　　§22コアーの測定

　標本調査における林分成長量の推定はこれを

コアー（core）を用いて先ず各直径階毎の連年

成長量をおさえ，これにもとづいて各直径階に

対する成長量の移動を推定する方法が成長量推

定の形式として最も妥当な考え方と実行を示す

ものと考えられる．

　本標本調査でも成長錐調査，即ち抽出プロヅ

トの調査と併行して針葉樹，広葉樹を通じ全プ

ロット内の本数を通算，一・定抽出聞隔（50本毎）

にとられた標本木の測定と同時に，胸高部位に

おける最近10年間のコアーをぬきとり，且つ

同部分の樹皮厚をmm単位を以って測定した．

なお，コアーの測定は現地での記帳を第6図

（page－13）．の標本木区分求積野帳に標本木No．，

Core　Box　No，，　Core　No．，並びに樹皮厚を記

入し，10年間のコアー長は帰学後カテトメー

タ’一により10分の1mmの精度を以って測

定した．

　次表（第14表）は各標本木における最近10

年間の各年度別コア…t長測定一覧表である．
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第14表 1956年を最：終年とした遡：算10年間のコアF測定一覧表

〔1〕　針葉樹　　（N）

No．
Box（Core）　　　No．

Bark y　e　a　：「
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　§23直径成長量の計算

1．直径成長：量計算のための準備表

　材積成長量の推定に先立ち，標本木からの回帰にもとづいて直径成長量の計算を行うが，

そのための準備表として先ず針，月別標本木成長量表，即ち定期中央部における皮付直径

（X）及び平均皮付直径成長量（Y）の計算を行い，これより（X）及び（Y）の夫々を各直径階

毎に取回めて各々の平均値を算出し，本tw　Wとともに回帰式計算のための原資料とした．

　次表（第15表）は標本木にもとつく皮付直径（X）及び平均皮付直径成長量（Y）の計算

表，即ち針，一別標本木成長量表である．

　　　　　　　　　第15表

〔1〕　針葉　樹　　（N）

標本木成長量表’

No．

D

鮒直径（壁厚）皮随径　　　　　2B

　4
iDr2B）

蝉二二蕪三蓋縢1　五　（d－IL）

　ア
i2五／η）
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��白ｼ径　x

@（K・x）

三
聖
箋
　
　
γ
　
（
，
K
ツ
）

1
2
3
4
5
6
7
8
9

CM　1　CM　1　CM　11　CM
10．70　1’　O．60　1　10．10　Ll　2．70

15．55　1　O．80　1　14．75　ll　1．55

11．20　1　O．80　L　10．40　11　1．80

14．00　i　O．80　1　13．20　Ll　2．10
25．00　　　　0．50　　　　24．50　　　　ユ．82

11．45　1　1．00　1　10．45　11　1．30

19．60　1　1．00　1　18．60　H　1．55

17．70　1　LOO　1　16，70　11　O．52
13．80　1　O．60　i　13．20　II’　2．64

7．40

13．20

8，60

11．10

22　68

9．15

17．05

16．18

10．56

O．54
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0．364

0　26
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0ユ04
0．528

7．79833208　1　O．56906748
13．91053831　1　O．32668688
9．06292648　1　O，37937832
11．69749813　i　O．44260804
23．90083401　1　O．38359363

9642532241　O．27399545
17．96777865　1　O．32668688
17，05094772　1　O．10959818
il，12843065　1　O．55642153

Σい3軌・・1 1131加1 1一

　　X（D）　139；OO
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7．46458472

12．49003752
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21．07－956670

13．08930700
11，98538954

11．82768705
12．40592953
14．82403444
ユ6．92673436

7．36996322

8，25309719
Z46458472
8．95750166
7．96923270
6．46580225

径
二

型
．
㈲

O．25652939
0，54670198
0．52567498
0．42053998
0．39951298

0．25652939
0．29648069
0．27335099
0．29437799
0，37848599

0．28386449
0．44156698
0．29437799
0．41002648
0．43105348

0．60978298
0．71491797
0．68337747
0．37848599
0．76748547
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1
2
3
4
5
6
7
8

2
2
2
2
2
2
2
2

14．50

16，25

23．00
，　14，50

11．90

11．90

14．3Q

15．70

O．60

1，00

0．60

0．60

0．60

0．20

1，00

0．60

13．90

15．25

22．40

13．90

11．30

1170
13．30

15．10

1．65

2．80

3．05

0．91

0．91

0．73

3．68

1．55

12．25

12，45

19．35

12．99

；O．39

10．97

9，62

13．55

O．33

0．56

0．61

0．182

0．182

0．146

0．736

0．31

12，87903701
13．08930700
20．34362173
13．65703598
1Q．92352608

11．53330906
10．11398661
14．24579196

一〇．34694549

0．58875598
0．64132348
0．19134569
0．19134569

Q，15349709

0，77379357
0．32591849

x　il　3sg．ol．1 （　3’70，0i　lj 一1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同誌一器1：l14・5・34996．

　今，前表（標本木成長量表）において算出された針，広別（X），（y）の各々を各直径階

別に取纒め，その本数を重み（のづきとして，これより直径成長量回帰式算出最小自乗法

計算組織解のための計算準備表を示すと次表（第16表）の通りである．

〔1〕　針葉
　　第16表　回帰式計算
樹　（N）

準備表

1

－
↓
－
占
－
凸
－
↓
－
1
　
噌
■

平均直径

7．79833208
9．35272936
11．41296439
13．91053831
17．50936319

23．90083401

直径成長量

O，56906748
0．32668689
0．49951479
0．32668688
0．21814253

0．38359363

1十　X十　Y

9．36739956
10．67941625
12．91247918
15．23722519
18，72750572

25．28442764

本数
w

－
占
2
9
一
剣
⊥
2
　
1

wX W．X2

6 s3．ss4’761341　2．32369220　1　g2．20s4s3s4　ll　g’1　122．lsgsls2s［／　ls74，lsn2961

wY wX　］Y W　Y2 w（1十　X十　Y） X1〃（1十X十Y） IYIw（1十X十　］Y）

mb．36sO3641　43．302i65941　1，38535721　i［　134．52785469　1’　2039，64311384i
48．05555957

〔ll〕広葉樹（L）

1

1
1
1
1
1
1
1
1

平均直径

6．46580225
7．93919413
10．18057211
12．09446710
13．65703598

16．92673436
20．34362173
21，07956670

直径成長量

O．7674　8547
0．5376　9041

0．4205　3998

0．3172　4485
0．3700　7519

0．41002648
0．64132348
0．27335099

1十X十Y

8．23328772
9．47688454
ユ1．60111209

13．41171195
15．02711117

18．33676084
21．98494521
22．35291769

本数
w

1
7
3
8
6
1
1
1

wX wX2

（Continued　on　next　page）
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8睡68199436［乳737736§5い2q42473・2・iL　28　r329．6297529614227．97166　4766

wY wXY w　Y2 w（1＋X＋　Y）　1　Xw（1－1一　X＋　IY）1　Yw（1＋X＋　IY）

11．87604917　1　134．45763426　i　5．t12439892　ll　369．5058iO213
4692，064034881　151，758e8232

2．直径成長量回帰式算出最小自乗法計算組織解

前表の回帰式計算表準備表より鈷　広各々の回帰式算出最小自乗法計算を行うと次表

（第17表）の通りである．

　　　　　第17表

〔1〕針葉樹（N）

直径成長量回帰式算出最小自乗法計算組織解

汐 擢■ wY check d・f

－
Y
γ

9 122．15981828
1874．181ユ2961

3，36803641
43．30216594
1．38535721

134．52785469　f
2039．6431138．4　／

48，05555957　f 6

13．57331314
0．37422627

216．06766270 一一一Q．41324692
0．12494951

213，65441594　／
一一
Q．28829771　　レ／ 5

一一一 Z．el116894 SSR　＝　O．09799610 一〇．09799560　f 4

　Y（N）＝　bl　十　b2　．　X

　　b2　＝　一〇．Ol116894

　　bi　＝　O，37422627　一一　（一〇，Ol116894）　×　13．57331314

　　　一一一　O．52582579

．’ D　Y（N）　＝　O．52582579　十　（一一e．Ol116894　・　X）

，2v．．　＝　i．nyEin4．2　，，．　！！・99！ii｝gg！9－09799610　．．　o．0244ggo3

　　　　　1c2・＝ Q16．06766270＝O・004628ユ8

ei2　＝　・一・O．00462818　×　13．57331314　＝　＋O，06281974

check；ava・Clz十吻2・の≒1
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　。●，　122．15981828　X　（嫡一〇．06281974）　十　1874．1811296ユ　×　0．00462818

　　　　　　　＝　（一7．67404802）　十　8．67404762

　　　　　　　＝　O．99999960

　　　　　　　e÷1　V

．ご！2夏　＝＝　6叉2　＝＝　一一〇．06281974

ciL　＝t　1一　一一（一一〇．06281974）　×　13．57331314　＝一：　O．11111111　＋　O，8526720e

　　　　　　g

　　　x　O．96378311

check　：　atr，eu　十　am・cr2　“　1

　．’．　9　×　O，96378311　十　122，15981828　×　（一〇．06281974）

　　　　　　　　＝　8．67404799　一　7．67404802

　　　　　　　　＝　O．99999997

　　　　　　　　k．1　V

（ll） 広葉．樹　（L）

wX wY check ・d・ノ噛

1 28 329，62975296
4227．97664766

　11．87604917

134．45763426
　5．42439892

41§lil§羅彩

8

11．77249118
0．42414461

347．41328780 一一一 T．35304985
　e．38723668

342．06023870　V
－4．96581200　／ 7

一・ n．e1540830 SSR　＝一　O．30475528 一一Z．30475478　f 6

Yt　m　＝　bl　十　b2　・x

　　　　b2　一‘一　一〇．0154e83Q

　　　　b，．＝　O．42414461　一　（一一一〇‘0154083Q，）　×　11．77249118

　　　　　　　＝　O．60553869

　．’．　Y“，），　＝　O，60553869　十　（一〇．01540830　・　X）

　　　　　∬R躍9・3。貿552鼠亀α05079255
5襲ガ。x＝＝

　　　　　　　　　　　　　　　6　　　　　n一一一2

　　　　　　　　　　1

…＝ R禰3287訂鵠0・00287842

ct2　＝　一一〇．00287842　×　11，77249118　＝　一一一〇．03388617

check；at2・Ct2　十　a2z・c22≒・ユ

　．・．　329．629752sc　×　（一〇．03388617）　十　4227．97664766　×　O，00287842

　　　　　　　＝　（i一一11．16988985）　十　12．16989254

　　　　　　　　＝＝　1．eecoO269

　　　　　　　＃1　V

e21　＝＝　C12i　＝　一〇．03388617

c，i　＝＝　lg　一　（一〇．033s8617）　×　11．77249118　＝　o‘03s71429　＋　’o．39s92464

　　　＝　O．43463893

check　：a1L曹cII　rト　．”t2‘ご12　≒　1

．・ D　28　×　O．43463893　十　329．62975296　×　（一一〇．03388617）

　　　　　　　　嗣　12．16989004　－11ユ6988985

　　　　　　　　＝＝　1．ooooeelg

　　　　　　　　“1V
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　即ち，求める回帰式は針葉樹（N）において

　　　　　　　　　　　　IYcN），　！一　O．52582579　・一一一　O．Oln6894・．X

また，広葉樹（：L）では

　　　　　　　　　　　　：Y（丁、）　＝O．60553869一・O，01540830・X

となる．

3．回帰にもとつく直径成長量並びに信頼帯の計算

　次表（第18表）は回帰式Y－b・＋　b，　・Xにもとつく針，広別，各直径階別直径成長量，

並びに同回帰に対する信頼帯（confidence　band）の計算表である．また第11図（〔1〕

及び〔1〕図）はこれを回帰図として示しtgものである．

　なお，信頼帯は前表（第17表）の：最小自乗法計算において求められた回帰推定の標準誤

差S2y．。p並びにC一乗数より，直径成長量yの分散／（Y）を次の如く誘導し，その平方

根ジヲζyyにto，05の値を乗じた竜のである．因みに針，広各々におけるt。．，，5は針葉樹の

とき自由度（d・f）＝4で2．776，広葉樹では自由度が6で2，447である．

　　　　　　第18表　 各直径階別直径成長量（並びに信頼帯）計算表

〔1〕　針　葉　樹　　（N）

m
8
0
2
4
6
8
0
2
4
6
8
0
2
4
6
8
0
2
4
6
8
0
2
4
6
8
0
2
4
6
8

C
　
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
5
5
5
5
5
6
6
6
6
6

b，　・X

一〇．08935152
一：一〇．11168940

；O．13402728

－O，15636516
－O．17870304

－020104092
－O．22337880

－O．24571668
一一 Z，26805456
－O．29039244
－O．31273032
－O．33506820

－O，35740608
一一 Z．37974396

一一 Z．40208184
－O．42441972
－O．44675760

一一 Z．46909548
一一一一／ n．49143336
－O．51377124
一一一 Z53610912
－O．55844700

－O．58078488
一一一 Z．60312276

一一 Z．62546064
－O．64779852
－O，67013640

一一 Z，69247428
－O．71481216
－O，73715004
一一一一 Z．75948792

Yl〈N） V（　Y）

Cr奄撃奄V．4364742711　Q．Qo6244gg

欝i黙1；§雛；；

　O．34712275　　U　O．00338982
　0．32478487　lt　O．00494397
　0．30244699　FI　O．00740521
0．28010911110．Oユ。77354

　0．25777123　11　O．01504895
　0．23543335　11　O．02023145
　0．21309547　1L　O．02632104

1：器llll　1↓1：ll撒1

8：｝1羅1　8：8181器ll

　O．10140607　1”　O．07037530

　0．07906819　1　　　　　　　　0．08190741
61658」，56gi　ii　6166494661

8：8灘1§118：獺ll乎
’一’一 pO；Q28333　1／i　Q・13719673
－O，03262121　ll　　　　　　　　O，15317428
　　　　　　1，一〇．05495909　　．1　　　0ユ7014892

－O．07729697　　．　0．18803064

－O．09963485　O．20681946
・一一
Z．12197273　i］　O．22651536
－0．1443106ユ　　，　　　　02471ユ834

－O．16664849　　L　O．26862842
一一一 Z．18898637　　1　O．29104558
－O．21132425　　r　031436983
－O．23366213　11i　O．33860116

／」7（it5）

O．07901955
0．06457469

0．05479763
0．05237089
0．05822216
0．07031337
0’．08605353

0　10379566
0．12267416
0．14223730
0．ユ6223760

0．18253142

0．20303074
0．22367908
0．24443868
0．26528343　’

O．28619471

0．30715893
0．32816596　，

0．34920806
0，37027926
0．39137486

0．41249112
0．43362500
0．45477408
0．47593630
0．49710999

0．51829376
0．53948640
0．56068693
0．58189446

te．’osV”’ ?堰iEtP5

cm
O．21935827
0．17925934

0．15211822
0．14538159
0．16162472
0璽ユ9518992

0．23888460

0．28813675
0．34054347
0．39485074
0．45037158
0．50670722

0．56361333
0．62093313
0．67856178
0．73642680
0．79447651

0，85267319
0．91098870
0．96940157
1．02789523
1．08645661

1．14507535
ユ．20374300

1．26245285
1．32119917
1．37997733

1，43878348

1．49761425
1．55646692
1．61533902
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cm 広葉樹 （L）

π
． f あ．・2r
qn
W
m
蛋
1
6
B
2
0
2
2
2
4
2
6
器
3
0
舘
3
4
駈
3
8
如
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4
6
8
0
　

ウ
醐

2
4
．
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0
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4
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8
0
2
4
6
8
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

4
4
4
4
5
5
5
5
5
．
6
6
6
6
6
7
7
7
7
7
8

一〇ユ23．216．640

一一 Z．15408300

一一
@O．18489　9．　6．　0

－O．21571620
－O．24653280

一． n．27734940
－O　30816600

一．　一〇，33898260　一

一〇．36979920
－O．40061580
－O．43143240
－O．46224900’

一一一
Z；493065．　60

一一一Z．52388220
一・一 Z．55469880
一一一’n．58551540
－O．61633200

－O，64714860
一一 Z．67796520
－O．7087818Q
－O．73959840・

一一一
Z．77C415．　00

－O，80123160
－O；83204820
－O．86286480
一一 Z．89368140
－O．92449800

一一一Z．95531460

一一
@O．　9．　8613120

一一一 P．01694780
－1．04776440
－1．07858100

．一 P．10939760

一一 P．14021420
一一一一 P．17103080

一一 P．20184740
－1．23266400

－1．26348060

Ya） ア（ア）

i

・／一奄V（Jy） to．os／ii］（it5）

　　
　　0，48．21272．29

　　0．．451455．69

　　0．4．206．390＝9

　　0．3．8982249．

　　0．35．9．0．0．5．89

　　0，32818929

　　0，29737269

　　0266．5．56．0：9

　　0．23573949
　　0．20492289．

　　0．1．74106291

　　0，1．4．328969

　　0．．：112．47309

　　．O．0816．5．649

　．0．．0．5．0．8．．398．9

　　0．02002329

－0，010．79331

一一
Z．0．4．1609．91

－0．．07242651
’・’・”． O．1032．4311

－0．13405971
一一
Z．164876．31

－0．1956929．1

－0．22650951
一一．0，25732．．611

一．O．28814271
一．．
O．げ3189．59．31

－0．．3497759．1

－0．38059251
．一 Z．41140911

一．O．44222571
rO．47．304231

．一
Z．．50385891

．一1O．53467551
－0．56549211
－0．59630．871

．一・一 Z．62712531

－0．6．5794191

．
層
－

　
田
　
卜

O．00389473
0，00227335

0．OO182159
0．00253945
0．00442693
0．00748402
0．O1171074

0．01710707
0．02367302
0．03140859

0．04031378
0．05038858

0．06163301
0，07404705
0．08763071
0ユ023839．9

0．11830689

Q．ユ3539．940

0．15366154
0」7309329
0．ユ936946．6

0，21546565

0，23840626

0．26251648
0．28779633
0．31424579
0．34186487

0．37065357
0．40061189
0．43173982
0．46403738
0．49750455

0．53214134
0．56794775
0．60492378
0，64306943・

O．68238469

0．72286957

O，0624・0777

0i．04767966

0LO4268009
・O．05039296

0．06653518
0．08651023

0，10821617

0；13079400

0，15386039
0．17722469

0．20078292
0L22447401

0．2i4825996

0．27211588
0．29602485
0．31997498
0．34395769

0．36796657
0，39199686
0．41604482
0．44010756
0．46418278

0．48826864
0．51236362
0．536，46652

0．56057630
0．58469212

e．60881325
・O．63293909

0．65706911
0．68120289
0．70534002

0．729．　48018

0．75362308
0．77776846
0．80191610
0．82606579

0．85021737

cm
　O．15271181
　0．11667213

　0．10443818
　0．12331157
　0．16281159
　0．21169053

　0．26480497

　0．32005292
　0．37649637
　0．43366882
　0．49131581
　Q．54928790

　0．60749212
　．O．66586756

　0．72437281
　・O．78297878

　0．84166447

　0，90041420

　0．95921632
　1．．01806167

　1，07694320
　1ユ35．85与26

　1．19479336
　1．25375378
　1．31273357

　1．37173021
　1．43074162

　1．48976602
　1．54880195
　1，60784811
　1．66690347
　1．72596703

　1．78503800
　1．84411568

　L90319942
　1．96228870
　2．02138299

　2，08048190

レr（Yc．N））＝s2v．x．〔σ11十（フ22●翠　十2（（7珍・X）〕

　　　　　　　　＝一　O，．02449903　×　（O．，96378311　十　・O．00462818一　Xii・

　　　　　　　　　　十　2　×　（‘一一　O．06281974・X））．．

V（’［Yl（r，））　＝＝　s2　y・x　（Ci　t十　C22”X2’十　2（Ci2’X））’

　　　　　　　　＝・　O．05079255×CO．43463893十〇．00287842・X2

　　　　　　　　　　　十　2×（．一・　O．03388617・　X））
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　　　　　第11図　直径成長量回帰図
〔1〕　針　葉　樹　　（N）

　　　YLN）　＝　bt十b2．X

　　　　　＝＝　O．52582579　十　（一一〇．Ol116894．X）
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　§24材積成長量の計算

　今，前節に：おいて算出された

回帰式Y－b・＋ba’x，及び同回

帰式にもとづいて求められた各

直径成長量，並びに前章（第6章）

の本数分布（何れも針，広別）よ

り次表（第19表）に全プロヅト面

積3．36haに対する材積成長量

の計算を行い，これより1ha

当り，並びに調査林小毎度面積

355．301haに対する成長量の推

定を行い，同時に針葉樹，広葉

樹別夫々の成長率を求めた．

　即ち，一・本当りの材積差，つま

り各直径階に対する成長量を算

出し，これを更に平均修正して

これに回帰による直径成長量を

乗じて材積成長量を得，これに

本数を乗じたものの和がプロッ

ト面積i3．36　ha当りの材積成長

量となり，一本当り翻積に本数

を乗じたものの和が同3．36ha

に対する材積となる．

　尚，表中において各直径階に

対する樹高（H）はこれを各班毎

に10本つつの標本木を針，広

別に野帳上からat　randomに

抽出し，計50本（針，広別）

の標本よりこれをグラフ上にプ

ロヅトし，これよりfree　hand

curveを以って樹高曲線を画

いたものである．

また一本当りの材積は第4章

（§13及び§14）にもとつく

使用材積表，即ち熊本営林局立

木幹材材積表によった．
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　§25成長量推定の誤差

　成長量の推定誤差は回帰にもとつく直径成長量アの，各直径階における分散V（Y），並

びに前表（第19表）＝材積成長量計算における1本当積の差の修正値，即ちδvより各直

径階毎に〔（δv）2×（N）2×7（Y）〕の計算を行い，これに材積成長量の和Σ〔暇Gl〕からそ

の誤差率Stを次の如く誘導した．

　　　　　　　　　　si－tLtL（6”）　XJ．SN一　）2－X一11（　1111Y　；）L］×　loo

　　　　　　　　　　　　　　　．E’　i［　」71cG））

ここにNは各直径階における本数を表わす．これより針，広各々の成長量推定誤差率s1

は夫々

　　〔針葉樹（N）〕：

　　　嫡ノ砿5・・7574×、。。一。．46353986×、。。

　　　　　　　1．44729050

　　　　　　　－r　46．35　％

　　〔広葉樹（L）〕：

　　　　　　無比鷹　　　　　　　　　　　　×　100　一一　O．23939780　×　100　　　Sl（1．）　＝＝

　　　　　　　6．65839200

　　　　　一　23．94　％

となる．今，プロヅト抽出誤差をs2と置くと§19（page－37）より

　　〔針葉樹（：N）〕：

　　　s・・（・・一（四目〆7（元　N・藷））×…一・2・・89・％

　　〔広：葉樹（：L）〕：

　　　ss（m一（tfft．1．il（」’））　×　loo　＝一　lo．36　％

　これより，この両方から求められる針，広各々の成長量推定誤差率s％は

　　〔針葉樹（N）〕＝

　　　s　％（N）＝　i／’r（lt“IEIIISSi’lii　N　）2＋”（s2cN））2

　　　　　＝tレ／（46．35）2＋（20．89）2＝レ／2584。7146

　　　　　＝一　50．84　％

　　〔広葉樹（：L）〕；
　　　　s％（r．）＝＝　f（ltlEli5i一；（illfi55ii　T，）／）2　＋　（s2（L））2

　　　　　＝＝　V（2tgO45flF（ib36Ji3．g4）2　十　（10．36）2　＝＝／r6gt6：45320．4s32

　　　　　＝＝＝　26．09　％

となる．

　なお，この誤差率S％は成長量推定誤差率と材積推定推出誤差率の和であって，成長

率pに対する推定誤差率は別の方法により計算さるべきものと考えられる．因みに針，

広両樹種を込みにした成長率　PCN＋T．〕は次の如く計算される．
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P（、N＋。、＿2c鴫x〕＋2s（　v…i〕
　　　　　　　　i）／！2iV　×　100
　　Σこ玲〕十Σ〔ア｝〕

＝F！，．44Z29｛447290LIIgt11十一6．65839200　×　loo　＝．　2．22slg752

　　　92，710　十　271．558

i　2．23　％

第8章　　総 括

　本標本調査対象面積355．301haに対する総蓄積は針葉樹：10606．4750　m3，広葉樹：

29703．7981m3，計40310．2731m3で，　ha当平均蓄積は113．4539m3となる．なお，平均値

　　　　　38Q2．9494
　　　　　　　　　　－n9286m3／haとなる．従って調査時現在の平均ha当材積はの標準誤差は
　　　　　　355．301
113．4539m3士10．9286　m3で，今y・＝。。のときのt・．u5の値を1．95996≒2としたとき確率

95％における平均ha当材積は91．5967　m3から135．3111m3の推定範囲を示す．

　今，これを昭和16年二業案編成当時小野の材積のつみかさねによって得た蓄積と比較

検討してみると，今回の標本調査面積に該当する林，小班並びにそれに対応する面積，蓄

積は各々，17一班が全域で面積：．6L848　ha，蓄積：8436　m3，19林斑同じく全域で面積：

79．308ha，蓄積：5295　m3，以下20林班全域：90．501　ha，：11741　mg，21林野ほ，へ小

忌全域並びにに小班の一部：81．513　ha，：11，845　m3，22二二ろ小門全域：42．131　ha，：

6237m3でその合計は面積：355．301　ha．蓄積：43554　m3となり，これよりha当平均材

積は122．58m3となっている．なお，これは施業案編成当時，即ち15年以前の調査にもと

つく材積であるから，現在の蓄積はこれにその間の成長量をプラスしなければならない．

今，その成長率を2％とおさえると現在の材積は約165　mXとなる．これは本標本調査に

もとつく蓄積推定値の上限を更らに30かほど上廻った値であり，かなり過大な推定に

なっていたのではないかと考えられる．けだしこの両者の調査の時期（期間）が余りにも

遠すぎるので厳密な意味での比較検討は困難であろう．

　尚，個々の樹種別，並びに林，小班別の推定はプロッF抽出にもとつく蓄積推定誤差が

針葉樹のとき20．89　％，広葉樹で10・36％総体の推定で9・63％を示しているので細部に

亘る推定はこれをひかえた。

　成長量の推定に関してはなお種々の疑問を残している・且つ成長量推定のために用いら

れた標本木は測藩学実習としての調査の関係から小径木に偏したので径級全般に亘っての

直径成長量推定式が完成されなかったので，その推定は一応計算的結果の標示に止まって

いる．

　その形式はH　A．Meyerの方式を用い，また成長量の推定誤差は各直径階における・

直径成長量yの分散7（y）の誘導にもとづいて一応おさえられたが・なお・因子として

は材積式自体の誤差，並びに樹高曲線から推定される樹高の誤差等が入ってくる・これ等

の問題については更らに稿を改めたいと思う．ここでは各直径階における材積差，即ち材

積成長量に対しては一応誤差のないものと見徹し，且つ：本数も一定していると見徹して，誤

差は単に直径成長量の回帰式からのみ誘導し，材積に関する部分はプロット抽出誤差を独

立に加えることによって，成長量推定における一応の誤差と見傲した．こ巾によって計算
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さ治た誤差はかなり大きな庵のとなってあらわれている．即ちその誤差率はプロット抽出

誤差率を加えると針葉樹の場合50．84％，広葉樹で26．09％を示しており，これ等を通し

てその成長量推定はかなり大きな誤差を示すといえる．その成長率は針葉樹で1，56％，広

：葉樹は2．45％で，全体：としては2．23％である．

　尚，本標本調査を通じて全体的に本林分がいかなる林相を呈するものであるかの細部的

状態は判然としておらず，怒りにそカらの把握が必要な場合は経営計画にもとつく細部調

査にまたねばならないであろう．けだし，その径級分布，樹種分布，並びに針，広別蓄積

の全体的推定は一応本段階においておさえられたわけであるから，その内部構成が経営計

画によって詳細化されることは次の段階としての問題であろう．

　測樹帯実習における学生の森林（標本）調査としての特徴は，1）調査全般に対する計

画性が極めて高いこと．2）調査実行が機械的に作動し得ること．従って　3）勘や恣意

性から解放され一定の方式にもとづいて全ての調査が進められること．更らに調査後にお

ける　4）資料の計算，取纒め等の整備が規則的，且つ系統的に行われてゆくこと．そし

て　5）取纒めと分析において統計学的諸種の計算能力が遂次函養されてゆくこと．等の

利点をもち，併せて　6）山嶽調査としての脚力，測量技術，測樹能力，並びに樹種識別

等の問題が同時に訓練される．等からこれらが，計画一実行（調査）一計算一町憎め一検

討，と一連の操作として行われたものである．

　標本抽出による三方嶽天然林の，南部地区における本調査は，上述の諸点から学ぶべき

多くの収穫を竜つたと考える．これを一つの礎石として本林分に対し新しい経営計画がこ

の上に架せられるならば，本調査のもつ目的は一一一層その意義を深めるであろう．

　これを要するに，本報告は調査全般に亘り詳細にその内容並びに結果を記録に止めるこ

とを目的とし，併せて広面積における山嶽林サンプリングの実例たらしめんとしたもので

ある．勿論その内容には多くの不備欠点をもつであろうことを敢えてここに記して大方の

御指導と御批判を乞う次第である．

1．　H．　Arthur　Meyer：

2．　George　W．　Sneedcor　；

3．木　　梨　　謙　　吉：

4．木梨謙吉・長　正道：

　1956．

5．木梨謙吉・長正道：

参　　考　　丈　　献

Forest　Mensuration．　1953．

Statistical　Methods．　1956．

推計学を基とした測樹学．1954．

森林標本調査実習試験林設定報告（九州大学演習林報告第27号）

　　　　　　　　　　　　材積表（使用材積表）の適合度検定とその修正（日本林学会九州

　支部大会講演集第10号）1956．

6・長　　　　正　　道；　成長錐調査による林分成長量の測定〔1〕10年間の年輪巾の検

　定（日本林学会九州支部大会講演集第11号）1957，
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R6sume

　　　This　report　summarizes　the　results　of　a　forest　inventory　by　sampling

methods　carried　out　in　March　1956　for　the　purpose　of　estimating　the　stand

volume　and　growth　in　a　560　ha　area　in　the　LMqunt－Sampoo　Natural　Forest　in

the　Kyushu　University　Forest　in　Miyazaki　District．　The　survey　was　conducted

as　a　fi，eld　training　in　forest　mensuration　by　19　students　who　entered　the，　Depar－

tment　of　Forestry　inユ955．

　　　The　line－plot　method　by　systematic　sampling　was　used　in　the　survey，　and

the　estimate　of　growth　was　made　・on　the　basis　of　H．　A，　Meyer’s　method・

1．P夏a皿

　　　Fpr　the　area　of　560　ha　that　was　scheduled　to　be　surveyed，　the　plot　sampling

岨it（a）was　set　at　20　m×20　m．，　or　O。04　ha，　the　samp1加g　error　perce蹟tage（の

at　10％　at　・the　probability－of　95　％，　and　the　coefficient　of　variation　of　the　stand

一（C）　at　60．％．　And　for　the　precision　aimed　at，　th一．　e　taumber　of　plots　（n），　the　plo’t

sampling　interval　（d）　and　the　magnetic　declination　（Jrp”）　wer．　e　computed　from

the　foliowing　formulas．

　　　　　　・　　　　　　　　　　　4C21望
　　　　　　　　　　　　　　　　　　n＝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　62！望十4α（ア2．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．ew．　L．．一　LilS．（60？2×590．k．．．L．，一142．s－L1一，143

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10）・2×560十4×O．04×（60）Z

　　　　　　　　　　　　　　　　　　4霧x…一聰×…一・97・89≒2・伽

（W）；D（1950・O）＝．＝6051t．8十23’．58dg－6’．48AA・一一〇．420（dop）2

　　　　　　　　十　O．162AqdA　一一　O．672（dA）2’

　　　　　　　　　　．，．　5e19，r53t，1　i．i，　5“

　　　　　　　　　　　　　　（where　d〈R・＝＝．4037’49”2，　dA　＝・　一一一6q53’21”O）

And　from　the　number　of　plots　n＃一pu　l　43，　the　plot　sampling　percentage　is，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　143×O．04　　　　　　　　　　　　　　　　　　na　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×　100　＝＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×100　＝　1．02　％　　　　　　　　　　　　　　p＝一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　560

Il．　Survey

　　　The　19　students　were　divided　into　five　groups，　and　one　instructor　was　assi－

gned　to　each　group．　Thus，　the　＄urvey　prograrn　was　formulated　with　the　aim

of　completing　the　survey　of　the　schecluled　area　in　7　／days，　on　the　basis　of

4　plots　surveyed　in　a　day　by　a　group　of　5　members，　or　20　plots　a　day　by　the

5　groups・
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1）　Selection　of　Sample　Plots　and　Every　Tree　Measurement

　　　The　20　m　×　20　m　（OiOiha）　plots　were　establi＄hed　after　the　survey　line　was

established　at　200　m　of　the　sampling　interval．　And　with　each　standing　tree

of　diameter　breast　height　of　10　cm　and　over　in　the　plot，　the　species　classified

by　the　needle－leaved　tree　and　the　broad－leaved　tree，　the　diameter　breast　height，

and　the　tree　height　were　surveyed．　The　diameter　breast　height　was　measured

at　the　2　cm　step　and　the　tree　height　at　the　1　m　step・

2）　Measurement　of　Sample　Tree

　　　In　parallel　with　the　every　tree　measurement，　the　sample　trees　were　selected

at　a　set　sampling　interval，　that　is　at　the　rate　of　one　sample　tree　at　every　5Q

trees，　and　the　sample　trees　were　cut　down．　The　simple　stem．　ana1ysis　was

applied　to　these　sample　trees　and　the　core　extraction　for　the　past　10　years　was

made　at　the　breast　height，　as　the　data　for　checking　the　fitness　of　the　standing

volume　table　and　estimating　the　growth，　Huber’s　．q．ectional　measurement　method

was　used　in　the　computation　of　the　volume．

3）　Program　of　Survey　and　lts　Execution

　　　　In　the　7　days，　scheduled　for　the　survey，　the　actual　time　available　for　the

survey　was　78．5％　of　the　scheduled　time　be．　cause　of　rains　and　other　causes．

Consequently，　the　surveyed　plots　were　84，　or　about　60　％　of　the　scheduled　num－

ber　of　plots，　and　the　ar．　ea　covered　was　355　ha．　Thus　the　sampling　percen　tage

was　O．95％’．　The　sample　trees　measured　were　9　needle－leaved　trees　and　28

broad－leaved　trees，　totaling　37．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　III．　Estimation　of　Standing　Volume

　　　The　volume　of　the　needle－leaved　trees（V（N）），　the　volume　of　the　broad－leaved

trees（Jzt、）and　the　total　volume（J71（N＋エ、））for　the　area　of　355　ha　that，was　inven・

toried，　and　their　standard　errors　were　computed　as　follows．

　　　　　　　　　　　　　　殺N）＝・10606．4750士2215、3831（m3）

　　　　　　　　　　　　　　V〈，．）一　29703．7931　±　3076．7986　（m3）

　　　　　　　　　　　　Z（N－t・i，）　＝　40310．2731　±　3882．9494　（m3）

Thus，　the　total　volume　amounted　to　40310　m’3．　The　average　standing　volume

per　ha　and　its　standard　error　were，

　　　　　　　　V（N＋1．〕／ha＝113．4539±10．9286　（M3）

And　it　is　probability　95％　that

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　91．5967　tv　135．3111　（m3）／ha

when　the　value　of　tu．os　is　set　at　1．95996　k2　for　y一一〇〇，

　　　The　estimate　errors　for　these　standing　volumes　were　20．89％　with　the

needle－leaved　trees，　10．36　％　with　the　broad－leaved　trees　and　9．63　％　overall．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IV．　Esti皿ation　of　S　ta皿d　GrOwth

　　　The　est血ation　of　g’rowth　was　made　in　the　followiロg　ma職er．：First，　th¢

current　annual　grawth　was　measured　for　each　diameter　grade　from　the　cores

taken　at　the　sa血e　time　as　the　measurern．ent　of　th．e　sample　trees，　aロd　based　on

this　the　transition　of　grewth　a・t　each　diameter　grade　was　estimated．

　　　The　stand　growth　per　ha　was　computed　to　be　O．4307　m3・　with　the　needle－

leaved　trees　and　L9817　m3　with　the　broad－leaved　trees，　and　the　grewth　percen－

tages　were　1．560A　with　the　needle．leaved　trees，　2．45％　with　the　broad－leaved

tree＄，　and　2．23　％　overall．

　　　As　for　the　estimate　error，　the　varian．　ce　V（　Y）　of　the　diameter　growth　Y　based

on　regression　was　・obtained　for　each　diameter　grade，　and　from　this　and　the

volum　e　growth　per　one　tree　（6v），　the　number　of　trees　in　the　diameter　grade

（N），　an．　d　the　total　vQlume　grovvth　（21（V（G））），　the　error　percentage　（si）　was

derived　as　fol．lows．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，、∠x〔（Dv）2　×　（N，，）ii’“」1ゆう×、。。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．E’（V（G＞）

　　　And　the　estimate　errors　computed　by　this　formula　were　46．35％　with　the

n．eedl．　e－leaved　trees　and　23．94％　wi’th　the　broad－leaved　trees．　They　are　conside－

rably　large　by　themselves，　and　as　these　errors　added　with　parts　of　the　plot

sampling　error　relative　to　volume　were　regarded　provisionally　as’the　error＄

in　the　growth　estimate，　the　error　percentages　thus　computed　were　considerably

large．
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三方嶽天然林標本調査　「アルバム」

本「アルバム」は，現：地における…週間の調査（測樹学i実習）期間中に撮：

影された写真の一部を，宮崎演習林における標本調査の記録として，また

今後の同種調査実施計画上における参考資料の一つとして若干の説明を試

みつつここにかかげたものであり，原版は筆者撮影の他，河野敬次，林重

佐，小金丸正行の各氏よりも…部その提供に接したものである．

PHOTO　一　1．

　宮崎演習林事務所

一F

3月20日：実習参加者
全員が本事務所に参集．

出発前詳細に計画された

調査要項は此処で更：に現

地の地形，林相等を加味

して具体的な検討が加え

られた．

PHOTO－2．

　実習参加者の記念撮影

一一j一

　3月21日：演習林事：

務所出立を前に垣内所長

を囲んで実習参加者全員

の記念撮影．
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PHOTO－3．

　現　地　へ　の　移　動 〔其一〕

　　　　　　　　　　　　一〉

尚，本実習に使用される諸種の調査

器材は19名の学生によって鄭重に
現地まで運ばれた．背景は昭和29

年の第12号鵬風による大河内の大
崩壊地である．

PHOTO　一一　4．

実習期間申分宿の二軒の民家

　　一

午前8時，大河内（演習林事務所）

をあとに東南約6粁の現地。大藪部
落へ移動した．

〔其二〕

縢灘繊細

　　　　　　　　　　　　．
大藪部落への移動は午前中で終り，

午後からは直ちに調査にかXつた．

写真は三方嶽団地の人口で現地位置

図と合わせて最後の打合わせを行う

ところ．尚，分宿地よりこN三方獄

団地人口までの距離は約1粁である．

　　一

調査は学生19名の外，教室並びに
演習林関係者を含めて二十数名の多

人数となり，一週間の調査期間中は

大藪部落の二軒の民家に分宿した．

PHOTO－5．
現地位置図と照合して最後の打合わせ
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PHOTO－6．
　森林標本調査　　〔其一〕 調査開始！1

　　　　　　　　　　　　一
林地は谷あり，崖あり，そして藪あ

りの大山嶽林，この調査で一番の困

難は距離測定であり，その先頭を切

るポールマソの労苦は一通りではな

い．写真は渓流を飛び越えて測点を

とるポールマソ．

〔其三〕　プロットの設定

　　一
計画，そしてすべての打合わせは終

った．離職とも各々の担当区域を目
指して四方にサンプリング調査が開
始された．プロット抽出間隔は200
m，1日平均4－5プロットの功程
を目標に測線はユOOO　m，2000　mと

延びてゆく．従って諸種の調査器材

は1人が纏めて次のプロット設定地
までリュックで運んで行った．なお
コンパスマソの側には野帳マンが従
い，測定されたメt・‘タrrは直ちに水

平距離に換算・累計されていった．

〔其二〕　ポeルマンの活躍

．

尚，中心杭に対してはプロソト設定

位置図にもとづいてプnソト番号が

記入され，同時に調査班，調査月日

等が記入された．

　　一

抽出間隔200mの測線がとられたら
そこをプロットの中心点として中心

杭を立て，この杭より四方向に対角

線を以って20m×20mのプロット
を設定し，その中のD．B．H．10　crn

以上の立木に対し，針門別樹種名，

D．B．H．，樹高等の毎木調査がなさ

れた．

〔其四〕　プロット杭（中心杭並びに

　　　　補助杭）の設定

獣畷蹴F〆
至獣艦1轟ぐ諏鷺・
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〔其五〕標本木の樹幹析解

　　　　　　　　　毎木調査と併行して一定抽出間隔に標本木がとら

　　　　　　　　　れ，この標本木は伐倒，簡易樹幹析解のあと，胸

　　　　　　　　　高部位のコアーの抽出を行い，帰学後の材積表調

　　　　　　　　　製並びに林分成長量推定の資料とした．

〔其六〕　抽出コアーの原木との対比

　　　　　　　　　一一）．

標本木から抽出されたコアー

は横巾19　crn，厚さ3cmで
三段に区切られた長さ5cm，

巾6mmの溝96個よりなる
特製のC。re－B・xに標本木

No標示とともに納め，帰学
後の測定に持帰られた．

　　　がゐ　　モが　　　ボ

、竈　糠灘懲灘　弩．

　　一

事本木のコアーの抽出が成

長雛によるために予想され

たコアー仲縮の有無につい

てを検討のため，抽出後直

ちに抽出原木との対比を行

ってみた．この結果から抽

出によるためのコア・一伸縮

は一応認められなかった．

PHOTO－7．

　CORE－BOX
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PHOTO－8
　Uアt一“の測定に使用したカテトメーター

　　　　　　　．一）”

本演習林は九州山嶽林

の殆んど中央部に位置

する，背梁山系として

の典型的な：地形を呈し

極めて起伏の激しい林

地よりなり，その標高

も三方嶽団地における

侮抜高は700m（最低）

から最高1476mに及
び，平均1150mとな
っている　またその森
林帯も暖帯林より温熱

〔其二下部〕

　　一

網学後は直ちにコアー

の10年間の各年度別年

輪巾が本カテトメFタ

ーにより10分置1mm
の精度を以って測定さ
れた．

PHO　TO　一　9．

　宮崎演習林三方嶽

　団地遠望（部分）

　　　〔其一：上部〕
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　“

母帯林に誇っているが

概して1000m以上の
標高を有する林地が多

いためその樹種は温帯

下部に相当する落葉広

葉樹がその大部分を示

しており，常緑広葉樹

及び針葉樹は立木，蓄

積ともにその比率は僅

少である
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PHOTO－10．

　三方嶽団地林相写真　　〔其一〕

灘

アヵマッ造林地附近

　　　　　　一
主としてシデ類，ミズ

ナラ，ヒメシャラ，カエ

デ類，エゴノキ，リョウ

ブ，オノオレ，ミズキ，

ブナノキ等の樹種より

なり，その本数比率
も本標本調査における

樹種比率推定によれば

常緑樹を含めて広葉樹

の占める比率は殆んど

83％を示している．

〔其三〕スギ造林地遠望

雛無
難ミ強

灘
欝
．

　　”C’一一

部分的にアカマツの造

林地が散見されるが，

その成長は必ずしも良

好ではない．けだし響

く小面積ながら一部に

良好な成長挫を有する

林分も見受けられた．

〔其二〕落葉広葉樹林

　一

極めて小面積ながらス

ギ，ヒノキの人工造林

地があり，その成長は

概ね良好である．写真

は19林班ろ小頭（Plot

No－97）におけるスギ

造林地（14年生）の遠
望である．
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〔其四〕　モミ，ツガ混交林

　　　　　　　尚，本数のユ7％弱，蓄積にして全体の略26％の比率を以って
　　　　　　　針葉樹が成生し，その樹種は主としてモミ，ッガ（約80％）よ

　　　　　　　　りなり，その他はアカマツ（人工林）を除いてはコウヤマキ，ゴ

　　　　　　　　ヨウマツ，カヤ等の樹種が散生，或いは点生的に成育している．

PHOTO－11．

　調査資料の整理，計算並びに取纏め（測量学演習）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔其一〕

臨：ぐ：ノ
播・緯・騨、

．

尚，演習における標本木の整理から

材積表調製，プロット材積計tl一一一

林分成長量推定に至る一連の計算は

これを計算表として学生全員に与え

これにもとづいて諸種の計算がすX

められていった．

一

現地での調査（測弓馬実習）は3月

27日を以って一応終了した、帰学後

は直ちに調査資料の整理，計算及び

取纏めにかXつた．

〔其二〕
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〔其三〕

繍

憲・㌶毒灘
1驚1黛

　　鐵

・麟薄 鑛

．

これらは毎週月曜日午後の測樹学

演習の時間に行われた．そして4
月より7月までの問において一応

消化された．

一

また調査（実習）のときと同じくす

べての行動は班覚位を以って行われ

た．そして班と班は相互に緊密な連

絡を保ちながら演習がすXめられて
いった．

〔其四〕


